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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ページ記述言語データを基に、異なる複数の画質様式の中から当該ページ記述言語デー
タに適した画質様式を決定するとともに前記ページ記述言語の中の描画コマンドを取得す
る決定手段と、
　前記決定手段によって決定された画質様式に応じた情報形式に従って、前記ページ記述
言語データに関する画像情報を生成する生成手段とを有し、
　前記決定手段は、
　前記所定の処理単位ごとに、画像の階調を強調する第１の画質様式と画像の階調性より
も解像度を優先する第２の画質様式とを含む複数の画質様式の中から、前記所定の画質様
式として前記第１の画質様式または前記第２の画質様式を決定する画質様式決定手段と、
　前記所定の処理単位の文書内容について、前記描画コマンドを基に、文字の描画コマン
ド、線の描画コマンド、写真の描画コマンドに応じて予め決められるデータ量を算出する
情報量算出手段とを備え、
　前記画質様式決定手段は、
　前記情報量算出手段による算出処理の結果が予め設定される閾値より大きいと判定した
場合には、前記複数の画質様式の中から前記所定の画質様式として前記第１の画質様式を
決定し、一方、前記算出処理の結果が前記閾値以下であると判定した場合は、前記複数の
画質様式の中から前記所定の画質様式として前記第２の画質様式を決定する、
　ことを特徴とする画像処理装置。
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【請求項２】
　ページ記述言語データを基に、異なる複数の画質様式の中から当該ページ記述言語デー
タに適した画質様式を決定するとともに前記ページ記述言語の中の描画コマンドを取得す
る決定手段と、
　前記決定手段によって決定された画質様式に応じた情報形式に従って、前記ページ記述
言語データに関する画像情報を生成する生成手段とを有し、
　前記決定手段は、
　前記所定の処理単位ごとに、画像の階調を強調する第１の画質様式と画像の階調性より
も解像度を優先する第２の画質様式とを含む複数の画質様式の中から、前記所定の画質様
式として前記第１の画質様式または前記第２の画質様式を決定する画質様式決定手段と、
　前記所定の処理単位の文書内容について、階調を強調すべき要素の描画コマンドである
写真の描画コマンドと、階調性よりも解像度を優先すべき要素の描画コマンドである線画
の描画コマンドおよび文字の描画コマンドの２種類の要素ごとに、それらの描画コマンド
の数を計数する計数手段とを備え、
　前記画質様式決定手段は、
　前記計数手段による計数処理の結果が、階調を強調すべき要素の数が階調性よりも解像
度を優先すべき要素の数よりも多い旨を示している場合には、前記複数の画質様式の中か
ら前記所定の画質様式として前記第１の画質様式を決定し、一方、前記計数手段による計
数処理の結果が、階調を強調すべき要素の数が階調性よりも解像度を優先すべき要素の数
以下である旨を示している場合は、前記複数の画質様式の中から前記所定の画質様式とし
て前記第２の画質様式を決定する、
　ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　前記決定手段は、
　前記所定の処理単位の文書内容を構成する単数または複数の種類の要素を描画する場合
の描画領域の面積を、描画対象の要素の描画にかかわる座標情報、幅情報および高さ情報
を基に、その要素の種類ごとに算出する面積算出手段、を更に備え、
　前記画質様式決定手段は、
　前記要素の種類ごとの前記面積算出手段による算出処理の結果のうち最も大きい値を示
している算出処理の結果に対応する要素を基に、前記複数の画質様式の中から前記所定の
画質様式として前記第１の画質様式または前記第２の画質様式を決定する、
　ことを特徴とする請求項１または２記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記面積算出手段は、
　前記所定の処理単位の文書内容に含まれる階調を強調すべき要素および階調性よりも解
像度を優先すべき要素のうち少なくとも１つの種類の要素を描画する場合の描画領域の面
積を算出し、
　前記画質様式決定手段は、
　前記面積算出手段による算出処理の結果が、階調を強調すべき要素にかかわる面積が階
調性よりも解像度を優先すべき要素にかかわる面積よりも大きい旨を示している場合には
、前記複数の画質様式の中から前記所定の画質様式として前記第１の画質様式を決定し、
一方、前記面積算出手段による算出処理の結果が、階調を強調すべき要素にかかわる面積
が階調性よりも解像度を優先すべき要素にかかわる面積以下である旨を示している場合は
、前記複数の画質様式の中から前記所定の画質様式として前記第２の画質様式を決定する
、
　ことを特徴とする請求項３記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記生成手段は、
　前記決定手段による画質様式を決定する処理と並行して、前記複数の画質様式に依存し
ない情報形式に従って前記ページ記述言語データにかかわる共通の画像情報を生成する共
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通画像情報生成手段と、
　前記共通の画像情報を、前記画質様式決定手段によって決定された画質様式に依存する
情報形式に従った画像情報に変換する画像情報変換手段と、
　を備えることを特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記生成手段は、
　前記決定手段による画質様式を決定する処理と並行して、予め設定された画質様式に依
存する情報形式に従って、前記ページ記述言語データにかかわる画像情報を生成する画像
情報生成手段、
　を備えることを特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記画像情報生成手段は、
　前記画質様式決定手段によって決定された画質様式と前記予め設定された画質様式とが
異なるときは、前記画質様式決定手段によって決定された画質様式に依存する情報形式に
従って、前記ページ記述言語データにかかわる新たな画像情報を生成する、
　ことを特徴とする請求項６記載の画像処理装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７の何れか一項に記載の画像処理装置を有することを特徴とする画
像形成装置。
【請求項９】
　印刷処理要求を発行する処理装置と請求項８記載の画像形成装置とが通信回線を介して
接続され、前記画像形成装置は、前記処理装置からの印刷すべきページ記述言語データの
印刷処理要求に応じて当該ページ記述言語データに対する印刷処理を実行する、
　ことを特徴とする画像形成システム。
【請求項１０】
　ページ記述言語データを基に、異なる複数の画質様式の中から当該ページ記述言語デー
タに適した画質様式を決定するとともに前記ページ記述言語の中の描画コマンドを取得す
る決定処理過程と、
　前記決定処理過程によって決定された画質様式に応じた情報形式に従って、前記ページ
記述言語データに関する画像情報を生成する生成処理過程とを情報処理装置に実行させ、
　前記決定処理過程は、
　前記所定の処理単位ごとに、画像の階調を強調する第１の画質様式と画像の階調性より
も解像度を優先する第２の画質様式とを含む複数の画質様式の中から、前記所定の画質様
式として前記第１の画質様式または前記第２の画質様式を決定する画質様式決定処理過程
と、
　前記所定の処理単位の文書内容について、前記描画コマンドを基に、文字の描画コマン
ド、線の描画コマンド、写真の描画コマンドに応じて予め決められるデータ量を算出する
情報量算出処理過程とを含み、
　前記画質様式決定処理過程は、
　前記情報量算出処理過程による算出処理の結果が予め設定される閾値より大きいと判定
した場合には、前記複数の画質様式の中から前記所定の画質様式として前記第１の画質様
式を決定し、一方、前記算出処理の結果が前記閾値以下であると判定した場合は、前記複
数の画質様式の中から前記所定の画質様式として前記第２の画質様式を決定する、
　ことを特徴とする画像処理プログラム。
【請求項１１】
　ページ記述言語データを基に、異なる複数の画質様式の中から当該ページ記述言語デー
タに適した画質様式を決定するとともに前記ページ記述言語の中の描画コマンドを取得す
る決定処理過程と、
　前記決定処理過程によって決定された画質様式に応じた情報形式に従って、前記ページ
記述言語データに関する画像情報を生成する生成処理過程とを情報処理装置に実行させ、
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　前記決定処理過程は、
　前記所定の処理単位ごとに、画像の階調を強調する第１の画質様式と画像の階調性より
も解像度を優先する第２の画質様式とを含む複数の画質様式の中から、前記所定の画質様
式として前記第１の画質様式または前記第２の画質様式を決定する画質様式決定処理過程
と、
　前記所定の処理単位の文書内容について、階調を強調すべき要素の描画コマンドである
写真の描画コマンドと、階調性よりも解像度を優先すべき要素の描画コマンドである線画
の描画コマンドおよび文字の描画コマンドの２種類の要素ごとに、それらの描画コマンド
の数を計数する計数処理過程とを含み、
　前記画質様式決定処理過程は、
　前記計数処理過程による計数処理の結果が、階調を強調すべき要素の数が階調性よりも
解像度を優先すべき要素の数よりも多い旨を示している場合には、前記複数の画質様式の
中から前記所定の画質様式として前記第１の画質様式を決定し、一方、前記計数手段によ
る計数処理の結果が、階調を強調すべき要素の数が階調性よりも解像度を優先すべき要素
の数以下である旨を示している場合は、前記複数の画質様式の中から前記所定の画質様式
として前記第２の画質様式を決定する、
　ことを特徴とする画像処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置、画像形成装置、画像形成システムおよび画像処理プログラム
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンピュータが、ネットワークなどの通信回線を介して接続されるプリンタに対して印
刷要求を行うときは、コンピュータでは、そのプリンタに対応するプリンタドライバをイ
ンストールし、これを実行することにより、このプリンタドライバを介して印刷要求を行
う。
【０００３】
　また、機種（型式）などが異なる複数のプリンタとコンピュータとが通信回線を介して
接続される場合にあっては、コンピュータは、複数のプリンタのそれぞれに対応するプリ
ンタドライバをインストールする必要がある。
【０００４】
　そして、利用者は、コンピュータを操作して複数のプリンタ中の所定のプリンタに対し
て印刷処理を実行させたいときは、複数のプリンタに対応する複数のプリンタドライバの
中の前記所定のプリンタに対応するプリンタドライバを起動させる。これにより、このプ
リンタドライバは、前記所定のプリンタに向けて印刷要求を行う。
【０００５】
　なお、利用者が、文書の内容に応じて高階調モードあるいは低階調モードなどの画質モ
ードの指定を含む、コンピュータに対する印刷要求の指示操作を行うことで、プリンタか
らは、意図した出力結果を得ることが可能となる。
【０００６】
　ここで、利用者によるモード指定操作に対応した印刷モード情報に基づく高階調モード
または低階調モードに従って印刷処理するシステムとしては、例えば、特許文献１が知ら
れている。
【特許文献１】特開２００４－２９９１２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、画像様式の指定をしない場合であっても取得したページ記述言語データに応
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じた画像様式に従って当該ページ記述言語データに関する画像情報を生成することのでき
る画像処理装置、画像形成装置、画像形成システムおよび画像処理プログラムを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の本発明の画像処理装置は、ページ記述言語
データを基に、異なる複数の画質様式の中から当該ページ記述言語データに適した画質様
式を決定するとともに前記ページ記述言語の中の描画コマンドを取得する決定手段と、前
記決定手段によって決定された画質様式に応じた情報形式に従って、前記ページ記述言語
データに関する画像情報を生成する生成手段とを有し、前記決定手段は、前記所定の処理
単位ごとに、画像の階調を強調する第１の画質様式と画像の階調性よりも解像度を優先す
る第２の画質様式とを含む複数の画質様式の中から、前記所定の画質様式として前記第１
の画質様式または前記第２の画質様式を決定する画質様式決定手段と、前記所定の処理単
位の文書内容について、前記描画コマンドを基に、文字の描画コマンド、線の描画コマン
ド、写真の描画コマンドに応じて予め決められるデータ量を算出する情報量算出手段とを
備え、前記画質様式決定手段は、前記情報量算出手段による算出処理の結果が予め設定さ
れる閾値より大きいと判定した場合には、前記複数の画質様式の中から前記所定の画質様
式として前記第１の画質様式を決定し、一方、前記算出処理の結果が前記閾値以下である
と判定した場合は、前記複数の画質様式の中から前記所定の画質様式として前記第２の画
質様式を決定する、ことを特徴とする。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、ページ記述言語データを基に、異なる複数の画質様式の中か
ら当該ページ記述言語データに適した画質様式を決定するとともに前記ページ記述言語の
中の描画コマンドを取得する決定手段と、前記決定手段によって決定された画質様式に応
じた情報形式に従って、前記ページ記述言語データに関する画像情報を生成する生成手段
とを有し、前記決定手段は、前記所定の処理単位ごとに、画像の階調を強調する第１の画
質様式と画像の階調性よりも解像度を優先する第２の画質様式とを含む複数の画質様式の
中から、前記所定の画質様式として前記第１の画質様式または前記第２の画質様式を決定
する画質様式決定手段と、前記所定の処理単位の文書内容について、階調を強調すべき要
素の描画コマンドである写真の描画コマンドと、階調性よりも解像度を優先すべき要素の
描画コマンドである線画の描画コマンドおよび文字の描画コマンドの２種類の要素ごとに
、それらの描画コマンドの数を計数する計数手段とを備え、前記画質様式決定手段は、前
記計数手段による計数処理の結果が、階調を強調すべき要素の数が階調性よりも解像度を
優先すべき要素の数よりも多い旨を示している場合には、前記複数の画質様式の中から前
記所定の画質様式として前記第１の画質様式を決定し、一方、前記計数手段による計数処
理の結果が、階調を強調すべき要素の数が階調性よりも解像度を優先すべき要素の数以下
である旨を示している場合は、前記複数の画質様式の中から前記所定の画質様式として前
記第２の画質様式を決定する、ことを特徴とする。
【００１３】
　請求項３に記載の発明は、上記請求項１または２に記載の発明において、前記決定手段
は、前記所定の処理単位の文書内容を構成する単数または複数の種類の要素を描画する場
合の描画領域の面積を、描画対象の要素の描画にかかわる座標情報、幅情報および高さ情
報を基に、その要素の種類ごとに算出する面積算出手段、を更に備え、前記画質様式決定
手段は、前記要素の種類ごとの前記面積算出手段による算出処理の結果のうち最も大きい
値を示している算出処理の結果に対応する要素を基に、前記複数の画質様式の中から前記
所定の画質様式として前記第１の画質様式または前記第２の画質様式を決定する、ことを
特徴とする。
【００１４】
　請求項４に記載の発明は、上記請求項３に記載の発明において、前記面積算出手段は、
前記所定の処理単位の文書内容に含まれる階調を強調すべき要素および階調性よりも解像
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度を優先すべき要素のうち少なくとも１つの種類の要素を描画する場合の描画領域の面積
を算出し、前記画質様式決定手段は、前記面積算出手段による算出処理の結果が、階調を
強調すべき要素にかかわる面積が階調性よりも解像度を優先すべき要素にかかわる面積よ
りも大きい旨を示している場合には、前記複数の画質様式の中から前記所定の画質様式と
して前記第１の画質様式を決定し、一方、前記面積算出手段による算出処理の結果が、階
調を強調すべき要素にかかわる面積が階調性よりも解像度を優先すべき要素にかかわる面
積以下である旨を示している場合は、前記複数の画質様式の中から前記所定の画質様式と
して前記第２の画質様式を決定する、ことを特徴とする。
【００１５】
　請求項５に記載の発明は、上記請求項１～４の何れか一項に記載の発明において、前記
生成手段は、前記決定手段による画質様式を決定する処理と並行して、前記複数の画質様
式に依存しない情報形式に従って前記ページ記述言語データにかかわる共通の画像情報を
生成する共通画像情報生成手段と、前記共通の画像情報を、前記画質様式決定手段によっ
て決定された画質様式に依存する情報形式に従った画像情報に変換する画像情報変換手段
と、を備えることを特徴とする。
【００１６】
　請求項６に記載の発明は、上記請求項１～４の何れか一項に記載の発明において、前記
生成手段は、前記決定手段による画質様式を決定する処理と並行して、予め設定された画
質様式に依存する情報形式に従って、前記ページ記述言語データにかかわる画像情報を生
成する画像情報生成手段、を備えることを特徴とする。
【００１７】
　請求項７に記載の発明は、上記請求項６に記載の発明において、前記画像情報生成手段
は、前記画質様式決定手段によって決定された画質様式と前記予め設定された画質様式と
が異なるときは、前記画質様式決定手段によって決定された画質様式に依存する情報形式
に従って、前記ページ記述言語データにかかわる新たな画像情報を生成する、ことを特徴
とする。
【００１８】
　上記課題を解決するため、請求項８に記載の本発明の画像形成装置は、請求項１から請
求項７の何れか一項に記載の画像処理装置を有することを特徴とする。
【００１９】
　上記課題を解決するため、請求項９に記載の本発明の画像形成システムは、印刷処理要
求を発行する処理装置と請求項８記載の画像形成装置とが通信回線を介して接続され、前
記画像形成装置は、前記処理装置からの印刷すべきページ記述言語データの印刷処理要求
に応じて当該ページ記述言語データに対する印刷処理を実行する、ことを特徴とする。
【００２０】
　上記課題を解決するため、請求項１０に記載の本発明の画像処理プログラムは、ページ
記述言語データを基に、異なる複数の画質様式の中から当該ページ記述言語データに適し
た画質様式を決定するとともに前記ページ記述言語の中の描画コマンドを取得する決定処
理過程と、前記決定処理過程によって決定された画質様式に応じた情報形式に従って、前
記ページ記述言語データに関する画像情報を生成する生成処理過程とを情報処理装置に実
行させ、前記決定処理過程は、前記所定の処理単位ごとに、画像の階調を強調する第１の
画質様式と画像の階調性よりも解像度を優先する第２の画質様式とを含む複数の画質様式
の中から、前記所定の画質様式として前記第１の画質様式または前記第２の画質様式を決
定する画質様式決定処理過程と、前記所定の処理単位の文書内容について、前記描画コマ
ンドを基に、文字の描画コマンド、線の描画コマンド、写真の描画コマンドに応じて予め
決められるデータ量を算出する情報量算出処理過程とを含み、前記画質様式決定処理過程
は、前記情報量算出処理過程による算出処理の結果が予め設定される閾値より大きいと判
定した場合には、前記複数の画質様式の中から前記所定の画質様式として前記第１の画質
様式を決定し、一方、前記算出処理の結果が前記閾値以下であると判定した場合は、前記
複数の画質様式の中から前記所定の画質様式として前記第２の画質様式を決定する、こと
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を特徴とする。
　請求項１１に記載の本発明の画像処理プログラムは、ページ記述言語データを基に、異
なる複数の画質様式の中から当該ページ記述言語データに適した画質様式を決定するとと
もに前記ページ記述言語の中の描画コマンドを取得する決定処理過程と、前記決定処理過
程によって決定された画質様式に応じた情報形式に従って、前記ページ記述言語データに
関する画像情報を生成する生成処理過程とを情報処理装置に実行させ、前記決定処理過程
は、前記所定の処理単位ごとに、画像の階調を強調する第１の画質様式と画像の階調性よ
りも解像度を優先する第２の画質様式とを含む複数の画質様式の中から、前記所定の画質
様式として前記第１の画質様式または前記第２の画質様式を決定する画質様式決定処理過
程と、前記所定の処理単位の文書内容について、階調を強調すべき要素の描画コマンドで
ある写真の描画コマンドと、階調性よりも解像度を優先すべき要素の描画コマンドである
線画の描画コマンドおよび文字の描画コマンドの２種類の要素ごとに、それらの描画コマ
ンドの数を計数する計数処理過程とを含み、前記画質様式決定処理過程は、前記計数処理
過程による計数処理の結果が、階調を強調すべき要素の数が階調性よりも解像度を優先す
べき要素の数よりも多い旨を示している場合には、前記複数の画質様式の中から前記所定
の画質様式として前記第１の画質様式を決定し、一方、前記計数手段による計数処理の結
果が、階調を強調すべき要素の数が階調性よりも解像度を優先すべき要素の数以下である
旨を示している場合は、前記複数の画質様式の中から前記所定の画質様式として前記第２
の画質様式を決定する、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
　請求項１記載の発明によれば、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したペー
ジ記述言語データに応じた画像様式に従って当該ページ記述言語データに関する画像情報
を生成することが可能になる。
　また、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したページ記述言語データに基づ
いて階調性および解像度の何れか一方を優先した画質の画像情報を生成することが可能に
なる。
　さらに、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したページ記述言語データの内
容にかかわる情報量に基づいて階調性および解像度の何れか一方を優先した画質の画像情
報を生成することが可能になる。
【００２５】
　請求項２記載の発明によれば、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したペー
ジ記述言語データに応じた画像様式に従って当該ページ記述言語データに関する画像情報
を生成することが可能になる。
　また、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したページ記述言語データに基づ
いて階調性および解像度の何れか一方を優先した画質の画像情報を生成することが可能に
なる。
　さらに、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したページ記述言語データの内
容を構成する複数の種類の要素を当該要素の種類ごとに計数した計数結果のうち最も大き
い値を示している計数結果に対応する要素に基づいて、階調性および解像度の何れか一方
を優先した画質の画像情報を生成することが可能になる。
【００２６】
　請求項３記載の発明によれば、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したペー
ジ記述言語データの内容を構成する要素に対応する描画領域の面積を当該要素の種類ごと
に算出した算出結果に基づいて、階調性および解像度の何れか一方を優先した画質の画像
情報を生成することが可能になる。
【００２７】
　請求項４記載の発明によれば、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したペー
ジ記述言語データの内容を構成する複数の種類の要素に対応する描画領域の面積を当該要
素の種類ごとに算出した算出結果のうち最も大きい値を示している算出結果に対応する要



(8) JP 4919032 B2 2012.4.18

10

20

30

40

50

素に基づいて、階調性および解像度の何れか一方を優先した画質の画像情報を生成するこ
とが可能になる。
【００２８】
　請求項５記載の発明によれば、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したペー
ジ記述言語データにかかわる画質様式を決定する処理と並行して生成される共通の画像情
報を当該決定された画質様式に依存する画像情報に変換することが可能になる。
【００２９】
　請求項６記載の発明によれば、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したペー
ジ記述言語データにかかわる画質様式を決定する処理と並行して予め設定された画質様式
に従って画像情報を生成することが可能になる。
【００３０】
　請求項７記載の発明によれば、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したペー
ジ記述言語データにかかわる画質様式を決定する処理により決定された画質様式と予め設
定された画質様式とが相違する場合にのみ、当該決定された画質様式に従って画像情報を
生成することが可能になる。
【００３１】
　請求項８記載の発明によれば、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したペー
ジ記述言語データに応じた画像様式に従って当該ページ記述言語データに関する画像情報
を生成する画像形成装置を提供することが可能になる。
【００３２】
　請求項９記載の発明によれば、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したペー
ジ記述言語データに応じた画像様式に従って当該ページ記述言語データに関する画像情報
を生成する画像形成システムを提供することが可能になる。
【００３３】
　請求項１０記載の発明によれば、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したペ
ージ記述言語データに応じた画像様式に従って当該ページ記述言語データに関する画像情
報を生成する画像処理プログラムを提供することが可能になる。
　また、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したページ記述言語データに基づ
いて階調性および解像度の何れか一方を優先した画質の画像情報を生成することが可能に
なる。
　さらに、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したページ記述言語データの内
容にかかわる情報量に基づいて階調性および解像度の何れか一方を優先した画質の画像情
報を生成することが可能になる。
　請求項１１記載の発明によれば、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したペ
ージ記述言語データに応じた画像様式に従って当該ページ記述言語データに関する画像情
報を生成することが可能になる。
　また、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したページ記述言語データに基づ
いて階調性および解像度の何れか一方を優先した画質の画像情報を生成することが可能に
なる。
　さらに、画像様式の指定をしない場合であっても、取得したページ記述言語データの内
容を構成する複数の種類の要素を当該要素の種類ごとに計数した計数結果のうち最も大き
い値を示している計数結果に対応する要素に基づいて、階調性および解像度の何れか一方
を優先した画質の画像情報を生成することが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、実施の形態を説明
するための図面において同一の構成要素には原則として同一の符号を付し、その繰り返し
の説明は省略する。
【００３５】
　（実施の形態１）
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【００３６】
　図１は、実施の形態１に係る画像処理装置の機能構成を示している。
【００３７】
　図１に示すように、画像処理装置１００は、データ受付部１１０、記憶部１２０、画質
モード読取部１３０、画質モード判定部１４０、ＰＤＬ解釈部１５０、決定部１６０、生
成部１７０、画像出力部１８０および制御部１９０を備えている。
【００３８】
　データ受付部１１０は、クライアント装置のプリンタドライバからの印刷情報を受け付
ける。印刷情報は、ジョブ制御言語（ＪＣＬ：Job Control Language）データとページ記
述言語（ＰＤＬ：Page
Description Language）データとを含んでいる。ジョブ制御言語データには、利用者によ
って指定された画質モード（画質様式）を示す画質モード情報が含まれている場合がある
。ページ記述言語（以下「ＰＤＬ」という）データには、文書データ（文書情報）が含ま
れている。
【００３９】
　記憶部１２０は、データ受付部１１０が受け付けた印刷情報を記憶する。
【００４０】
　画質モード読取部１３０は、ジョブ制御言語（以下「ＪＣＬ」という）データを解釈す
る。
【００４１】
　画質モード判定部１４０は、画質モード読取部１３０によって解釈された結果を基に画
質モードが指定されているか否か、すなわちＪＣＬデータに画質モード情報が含まれてい
るか否かを判定する。画質モード判定部１４０は、ＪＣＬデータ内に画質モード情報が含
まれていなかった場合は、画質モードの判定処理を決定部１６０に依頼する。
【００４２】
　ＰＤＬ解釈部１５０は、ＰＤＬデータを解釈する。本願明細書では、ＰＤＬ解釈部１５
０は、コマンドを解釈するインタプリタ、いわゆるコマンドインタプリタで構成されてい
る。
【００４３】
　実施の形態１では、ＰＤＬ解釈部１５０は、後述する決定部１６０からコマンドの取得
依頼があった場合は、記憶部１３０に記憶されているＰＤＬデータの中のコマンドを読み
込んで（コマンドの解釈は実施しない）決定部１６０に渡すようになっている。
【００４４】
　本願明細書では、ＰＤＬで記述された文書データをＰＤＬ文書データと定義し、ＰＤＬ
解釈部１３０がＰＤＬ文書データ（ＰＤＬで記述された文書データ）を解釈した結果（デ
ータ）を文書データと定義する。
【００４５】
　決定部１６０は、処理手段の機能を有しており、画質モード判定部１３０によって画質
モードが指定されていない（ＪＣＬデータに画質モード情報が含まれていない）と判定さ
れた場合に、文書データ（文書情報）に適した画質モード（画質様式）を決定する処理を
実行する。
【００４６】
　すなわち、決定部１６０は、出力される画像が高画質となるように、印刷すべきＰＤＬ
文書データに対応する文書データを基に、異なる複数の画質モードの中から当該文書デー
タに適した画質モードを決定する。
【００４７】
　本願明細書では、高画質とは、高階調と高精細とを含むものである。高階調は、画像の
階調を強調（階調を解像度よりも優先）する階調優先（階調優先モード）とした場合に得
られる画質である。高精細は、画像の階調性よりも解像度を優先する解像度優先（解像度
優先モード）とした場合に得られる画質である。



(10) JP 4919032 B2 2012.4.18

10

20

30

40

50

【００４８】
　また、本願明細書では、異なる複数の画質モードとは、画像の階調を強調する階調優先
モード（第１の画質様式）と画像の階調性よりも解像度を優先する解像度優先モード（第
２の画質様式）とを含むものである。
【００４９】
　ちなみに、階調優先モードは階調を強調すべき要素たとえば写真に対して適用した場合
に有効であり、一方、解像度優先モードは階調性よりも解像度を優先すべき要素たとえば
線画、文字に対して適用した場合に有効である。
【００５０】
　ここで、ＰＤＬデータの一例を図２に示す。また、線画、文字が多いページのＰＤＬデ
ータの一例を図３に示し、写真が多いページのＰＤＬデータの一例を図４に示す。
【００５１】
　図２に示す例において、例えば、「DrawFont」は文字の描画を示すコマンド（以下「描
画コマンド」という）、「DrawLine」は線の描画を示す描画コマンド、「DrawRect」は矩
形の描画を示す描画コマンド、「DrawImage」は写真の描画を示す描画コマンドをそれぞ
れ示している。
【００５２】
　これらの描画コマンドにおいて、「DrawFont」（文字の描画コマンド）、「DrawLine」
（線の描画コマンド）および「DrawRect」（矩形の描画コマンド）は、階調性よりも解像
度を優先すべき要素の描画コマンドであると言える。また、「DrawImage」（写真の描画
コマンド）は階調を強調すべき要素の描画コマンドであると言える。
【００５３】
　再度、図１を参照して説明する。決定部１６０は、データ量算出部１６１と比較部１６
２と画質モード確定部１６３とを有している。
【００５４】
　データ量算出部１６１は、情報量算出手段の機能を有しており、ＰＤＬ文書データにお
けるページ（所定の処理単位）の文書内容にかかわるデータ量（情報量）を算出する。
【００５５】
　この場合、決定部１６０は、画質モード判定部１４０から画質モードの判定処理の依頼
を受け取った場合に、ＰＤＬ解釈部１５０に対し、コマンドの取得を依頼する。次に、決
定部１６０のデータ量算出部１６１が、ＰＤＬ解釈部１５０からの前記依頼した結果（コ
マンドを解釈した結果ではない）としてのコマンドを基にデータ量を算出する。
【００５６】
　具体的には、データ量算出部１６１は、ＰＤＬ解釈部１５０から受け取ったコマンドの
うち、ページの開始を示すコマンドからページの終了を示すコマンドまでの間において受
け取ったコマンド（描画コマンド）を基に、例えば文字の描画コマンド、線の描画コマン
ド、写真の描画コマンドなどの描画コマンドに応じて予め決められるデータの量（バイト
数）を積算する。
【００５７】
　比較部１６２は、データ量算出部１６１によって算出されたデータ量と予め設定される
閾値とを比較すする。
【００５８】
　画質モード確定部１６３は、画質様式決定手段の機能を有しており、文書データにおけ
るページ（所定の処理単位）ごとに、複数の画質モード（例えば、階調優先モードおよび
解像度優先モード）の中からページの文書内容に適した所定の画質モード、すなわち例え
ば階調優先モード（第１の画質様式）または解像度優先モード（第２の画質様式）を決定
する。
【００５９】
　また、画質モード確定部１６３は、画質モードを決定するに際し、比較部１６２によっ
て、データ量算出部１６１による算出処理の結果が予め設定される閾値より大きいと判定



(11) JP 4919032 B2 2012.4.18

10

20

30

40

50

された場合には、複数の画質モードの中から階調優先モード（第１の画質様式）を決定し
、一方、比較部１６２によって、データ量算出部１６１による算出処理の結果が前記閾値
以下であると判定された場合は、複数の画質モードの中から解像度優先モード（第２の画
質様式）を決定する。
【００６０】
　実施の形態１では、画質モード確定部１６３と比較部１６２とは独立した構成要素とし
たが、画質モード確定部１６３は比較部１６２の機能を有する構成としてもよい。
【００６１】
　生成部１７０は、生成手段の機能を有しており、画質モード判定部１４０によって画質
モード情報が指定されていると判定された場合の当該画質モード情報に基づく画質モード
、または決定部１６０（の画質モード確定部１６３）によって決定された画質モードに応
じたフォーマット（情報形式）に従って文書データに関する画像データ（画像情報）を生
成する。
【００６２】
　このようにして生成部１７０によって生成される画像データは、出力装置２５など印刷
装置が印刷可能なデータ形式例えばラスタ形式（あるいはビットマップ形式）のイメージ
データを意味する。
【００６３】
　生成部１７０は、階調優先データ生成部１７１と解像度優先データ生成部１７２とを有
している。
【００６４】
　階調優先データ生成部１７１は、階調優先モードに応じたフォーマットに従って、階調
優先の画像データを示す階調優先データを生成する。
【００６５】
　解像度優先データ生成部１７２は、解像度優先モードに応じたフォーマットに従って、
解像度優先の画像データを示す解像度優先データを生成する。
【００６６】
　上述した生成部１７０においては、文書データにおけるページごとに、階調優先データ
生成部１７１または解像度優先データ生成部１７２によって画像データが生成されるよう
になっている。すなわち、文書のページごとに、高画質（階調または高精細）の画像が得
られる。
【００６７】
　画像出力部１８０は、生成部１７０すなわち階調優先データ生成部１７１または解像度
優先データ生成部１７２によって生成された画像データを出力する。
【００６８】
　制御部１９０は、上記各構成要素を制御する。すなわち、上記各構成要素は、制御部１
９０の制御の下、それぞれの機能を実行する。
【００６９】
　なお、実施の形態１では、上述した画像処理装置１００においては、記憶部１２０およ
び制御部１９０を除く、他の構成要素は、それぞれソフトウェアで実現されている。
【００７０】
　また、実施の形態１では、データ受付部１１０、画質モード読取部１３０、画質モード
判定部１４０、ＰＤＬ解釈部１５０、決定部１６０、生成部１７０、および画像出力部１
８０の各機能を実現させるためのプログラム（ソフトウェア）と、後述する処理手順（図
６および図７参照）に対応するプログラムとを、画像処理プログラムと定義する。
【００７１】
　図５は、画像処理装置１００を有する画像形成装置を含む画像形成システムの構成を示
している。
【００７２】
　図５に示すように、画像形成システム１は、コンピュータなどのクライアント装置１０
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と、画像形成装置としてのプリンタ２０とが通信回線３０を介して接続される。
【００７３】
　クライアント装置１０は、処理装置として機能するものであり、ＣＰＵ（Central
Processing Unit：中央演算処理装置）１１、ハードディスクなどの記憶装置１２、ＲＡ
Ｍ（Random
Access Memory：随時書き込み読み出しメモリ）などのメモリ１３および通信インタフェ
ース（以下「通信Ｉ／Ｆ」という）１４を備えている。
【００７４】
　記憶装置１２は、文書の生成や印刷要求を発行するアプリケーションソフトウェア、プ
リンタドライバ１２ａ、各種のデータを記憶する。
【００７５】
　メモリ１３は、記憶装置１２から読み出されたプログラムやデータを記憶する。
【００７６】
　通信Ｉ／Ｆ１４は、通信回線３０を介して、プリンタ２０との間でデータの送受信を行
うインタフェースである。
【００７７】
　ＣＰＵ１１は、クライアント装置１０全体を制御するものであり、例えば、記憶装置１
２からメモリ１３へプリンタドライバ１２ａを読み込んで実行する。これにより、プリン
タドライバ１２ａ（実際にはＣＰＵ１１）は、ＪＣＬデータおよびＰＤＬデータ（ＰＤＬ
文書データ）を含む印刷情報をプリンタ２０に向けて送信する。
【００７８】
　画像形成装置として機能するプリンタ２０は、ＣＰＵ２１、ハードディスクなどの記憶
装置２２、ＲＡＭなどのメモリ２３、通信Ｉ／Ｆ２４および出力装置２５を備えている。
【００７９】
　記憶装置２２は、ソフトウェアである上述した画像処理プログラム５０など、印刷処理
を実施するのに必要な各種のプログラムやデータを記憶している。
【００８０】
　通信Ｉ／Ｆ２４は、通信回線３０を介して、クライアント装置１０との間でデータの送
受信を行うインタフェースであり、例えば、クライアント装置１０（のプリンタドライバ
１２ａ）から送信された印刷情報を受信する。
【００８１】
　メモリ２３は、記憶装置２２から読み出された画像処理プログラム５０、通信Ｉ／Ｆ２
４を介して受信された印刷情報などを記憶する。
【００８２】
　また、メモリ２３には、記憶部１２０として機能する記憶領域（印刷情報を記憶する領
域）、決定部１６０による画質モードの決定処理を実施する際に必要となる記憶領域（演
算するときに必要な作業領域など）、生成部１７０による画像データの生成処理を実施す
る際に必要となる記憶領域（画像データを保存する領域など）、などの記憶領域が割り当
てられる。
【００８３】
　ＣＰＵ２１は、制御部１９０の機能を有し、プリンタ２０全体を制御するものであり、
例えば、記憶装置２２からメモリ２３へ画像処理プログラム５０を読み込んで実行するこ
とにより、高画質の画像データを生成して、出力装置２５に向けて出力する。
【００８４】
　出力装置２５は、画像形成処理を実施する画像形成処理部であり、受け付けた画像デー
タに基づいて印刷処理を実行する。
【００８５】
　通信回線３０としては、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ：Local
Area Network）や電話回線などの有線通信回線、無線ＬＡＮなどの無線通信回線、さらに
は、これらの通信回線を組み合わせたもの、などが挙げられる。
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【００８６】
　次に、画像処理装置１００による高画質の画像データの生成処理について、図６乃至図
９を参照して説明する。
【００８７】
　図６および図７は、画像データの生成処理の処理手順を示すフローチャートであり、図
８および図９は、画像データの生成処理を説明する図である。
【００８８】
　クライアント装置１０のプリンタドライバ１２ａからプリンタ２０に向けて印刷情報が
送信されると、その印刷情報（ＪＣＬデータおよびＰＤＬデータ）は、通信回線３０を介
してプリンタ２０のデータ受付部１１０によって受け付けられ、記憶部１２０に記憶され
る（図８のＰ１１参照）。
【００８９】
　すると、画質モード読取部１３０は、図６に示すように、記憶部１２０に記憶された印
刷情報の中のＪＣＬデータを読み出して解釈し（ステップＳ１０、図８のＰ１２参照）、
この解釈した結果を画質モード判定部１４０へ出力する（図８のＰ１３参照）。
【００９０】
　画質モード判定部１４０では、画質モード読取部１３０からの解釈結果を基に、画質モ
ードが指定されているか否か（ＪＣＬデータに画質モード情報が含まれているか否か）を
判定し（ステップＳ２０）、この判定した結果、画質モードが指定されている場合には、
その指定された画質モードを生成部１７０へ通知するとともに、画質モードが指定されて
いる旨をＰＤＬ解釈部１５０へ通知する。
【００９１】
　生成部１７０は、指定された画質モードに応じたフォーマットに従って、ＰＤＬデータ
に対するＰＤＬ解釈部１５０による解釈の結果（文書データ）に関し、その文書の全ての
ページについて画像データを生成する（ステップＳ３０）。
【００９２】
　ところで、ステップＳ２０において画質モードが指定されていないと判定した画質モー
ド判定部１４０は、決定部１６０に対し、画質モードの判定処理および画像の生成処理を
依頼する（図８のＰ１４参照）。
【００９３】
　その依頼により、詳細については後述するように決定部１６０および生成部１７０によ
って文書（文書データ）のページごとに画質モードの判定処理および画像の生成処理が実
施されるとともに（ステップＳ４０）、ＰＤＬ解釈部１５０によって文書の全てのページ
についての処理が終了したか否かが判断される（ステップＳ５０）。
【００９４】
　ステップＳ５０において、未処理のページが存在すると判断された場合には上記ステッ
プＳ４０に戻り、一方、全てのページについて処理したと判断された場合はこの処理が終
了される。
【００９５】
　次に、画質モードの判定処理を含む画像データの生成処理について、図７を参照して説
明する。
【００９６】
　図７は、画質モードの判定処理を含む画像データの生成処理の処理手順を示すフローチ
ャートである。この図７に示す例では、ページ単位（１ページ）に関しての画像データの
生成処理を示したものである。
【００９７】
　画質モード判定部１４０から画質モードの判定処理の依頼を受け取った決定部１６０で
は、比較部１６２が、階調優先と解像度優先とを切り替える閾値（データ量閾値）を「ｖ
」と定義し、このデータ量閾値ｖの値を設定する（ステップＳ１０１）
【００９８】



(14) JP 4919032 B2 2012.4.18

10

20

30

40

50

　この処理と並行して決定部１６０は、ＰＤＬ解釈部１５０に対しコマンドの取得を依頼
するとともに、ＰＤＬ解釈部１５０からの前記依頼した結果としてのコマンドを取得する
。また、データ量算出部１６１は、処理対象のページ内のデータのデータ量を「ｓ」と定
義し、データ量ｓ＝０（初期化）とした後、１ページに関して（ページの開始からページ
の終了までの間において）前記取得したコマンド（描画コマンド）を基に、例えば文字の
描画コマンド、線の描画コマンド、写真の描画コマンドなどの描画コマンドに応じて予め
決められるデータ量（バイト数）ｓを積算（測定）する（ステップＳ１０２）。
【００９９】
　次に、データ量算出部１６１が、１ページに関してのデータ量ｓの積算（測定）が終了
した場合に、その積算した結果であるデータ量ｓを比較部１６２へ通知すると、比較部１
６２は、通知されたデータ量ｓとデータ量閾値ｖとを比較し（ステップＳ１０３）、この
比較した結果を画質モード確定部１６３へ通知する。
【０１００】
　画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された通知内容が「データ量閾値ｖ
＜データ量ｓ」を示す旨のときは、例えば図４あるいは図１０（ａ）に示すような内容の
如く当該ページの文書内容は写真が中心であると判断して、画質モードを階調優先（階調
優先モード）に設定（確定）し（ステップＳ１０４）、その旨を生成部１７０へ通知する
（図８のＰ１５参照）。
【０１０１】
　一方、画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された通知内容が「データ量
閾値ｖ≧データ量ｓ」を示す旨のときは、例えば図３あるいは図１０（ｂ）に示すような
内容の如く当該ページの文書内容は線画、文字が中心であると判断して、画質モードを解
像度優先（解像度優先モード）に設定（確定）し（ステップＳ１０５）、その旨を生成部
１７０へ通知する（図８のＰ１５参照）。
【０１０２】
　このようにして画質モードを決定した決定部１６０が画質モードを確定した旨をＰＤＬ
解釈部１５０へ通知すると（図８のＰ１６参照）、ＰＤＬ解釈部１５０は、記憶部１３０
からＰＤＬデータ（ＰＤＬ文書データ）を読み込んで解釈し（図８のＰ１７参照）、この
解釈した結果（文書データ）を生成部１７０へ出力する（図８のＰ１８参照）。
【０１０３】
　生成部１７０では、画質モード確定部１６３から通知された画質モードに応じたフォー
マットに従って、ＰＤＬ解釈部１５０からの文書データ（解釈結果）に対応する画像デー
タを生成するとともに（ステップＳ１０６）、この生成した画像データを画像出力部１８
０へ出力する（図８のＰ１９参照）。
【０１０４】
　すなわち、画質モード確定部１６３から通知された画質モードが階調優先モードの場合
には、階調優先データ生成部１７１によって階調優先の画質の画像に対応する画像データ
が生成される。これに対し、通知された画質モードが解像度優先モードの場合は、解像度
優先データ生成部１７２によって解像度優先の画質の画像に対応する画像データが生成さ
れる。
【０１０５】
　すなわち、図１１（ａ）に示すように、１ページあたりのＰＤＬデータ（ＰＤＬ文書デ
ータ）における印字データが「写真中心」であった場合には、階調優先モードに対応して
画像データが生成され、印刷される（例えば、図１０（ａ）参照）。一方、図１１（ｂ）
に示すように、１ページあたりのＰＤＬデータ（ＰＤＬ文書データ）における印字データ
が「文字、線画中心」であった場合は、解像度優先モードに対応して画像データが生成さ
れ、印刷される（例えば、図１０（ｂ）参照）。
【０１０６】
　以上はページ単位（１ページ）に関しての画像データの生成処理についてであるので、
複数のページの文書データに対する画像生成処理の場合は、上述した処理が複数回実施さ
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れる。この場合、画像データは、文書データの各ページに対応して、その文書内容に適し
た所定の画質モードに応じたフォーマットに従って生成されたものとなる。
【０１０７】
　ちなみに、上述した図６に示した処理手順において、ＪＣＬデータに画質モード情報が
含まれている場合（画質モードが指定されている場合）の画像データの生成処理は、図９
に示すような内容で実施される。すなわち、この場合の画像データの生成処理においては
、図８に示す生成処理の過程において決定部１６０による画質モードの判定処理が不要と
なる。
【０１０８】
　また、画質モード判定部１４０は、指定されている画質モード（階調優先モードまたは
解像度優先モード）を生成部１７０へ通知するとともに（図９のＰ１４ａ参照）、画質モ
ードが指定されている旨をＰＤＬ解釈部１５０へ通知する（図９のＰ１６ａ参照）。
【０１０９】
　そして、生成部１７０では、ＰＤＬ解釈部１５０からの解釈内容（文書データ）に関し
、全てのページについて、画質モード判定部１４０から通知された画質モードに応じたフ
ォーマットに従って文書データに対応する画像データを生成し、この画像データを画像出
力部１８０へ出力する（図８のＰ１９ａ参照）。この場合、画像データは、文書データの
全てのページに対応して、同じ画質モードに応じたフォーマットに従って生成されたもの
となる。
【０１１０】
　（実施の形態２）
【０１１１】
　図１２は、実施の形態２に係る画像処理装置の機能構成を示している。
【０１１２】
　図１２に示す画像処理装置２００は、図１に示した画像処理装置１００の機能構成にお
いて、データ量算出部１６１を計数部２１０に変更した構成になっている。なお、図１２
において、図１に示した構成要素と同様の機能を果たす部分には同一の符号を付している
。
【０１１３】
　実施の形態２では、画質モード判定部１４０は、ＪＣＬデータ内に画質モード情報が含
まれていない場合は、画質モードの判定処理を決定部１６０に依頼するようになっている
。
【０１１４】
　決定部１６０は、画質モード判定部１４０から画質モードの判定処理の依頼を受け取っ
た場合は、ＰＤＬ解釈部１５０に対しコマンドの解釈を依頼するとともに、この依頼した
結果としてのＰＤＬ解釈部１５０からのコマンドの解釈結果に基づいて画質モードを判定
する。
【０１１５】
　計数部２１０は、計数手段の機能を有しており、ＰＤＬ解釈部１５０からのコマンドの
解釈結果を基に得られるコマンドの数、つまり文書データにおけるページ（所定の処理単
位）の文書内容を構成する単数または複数の種類の要素（写真、線画および文字など）の
数を、その要素の種類ごとに計数する。
【０１１６】
　実施の形態２では、計数部２１０は、階調を強調すべき要素の描画コマンド（写真の描
画コマンド）と、階調性よりも解像度を優先すべき要素の描画コマンド（線画の描画コマ
ンドや文字の描画コマンド）の２種類の要素ごとに、それらの描画コマンドの数を計数す
るようになっている。
【０１１７】
　比較部１６２は、要素の種類ごとの計数部２１０によって計数された計数結果、すなわ
ち、写真の描画コマンドの数を計数した計数結果と線画の描画コマンドや文字の描画コマ
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ンドの数を計数した計数結果とを比較し、この比較した結果を画質モード確定部１６３へ
通知する。
【０１１８】
　画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された比較結果を基に、該当するペ
ージの文書内容に適した所定の画質モードを決定する。
【０１１９】
　すなわち、画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された比較結果が、写真
（階調を強調すべき要素）の描画コマンドの数が文字や線画（階調性よりも解像度を優先
すべき要素）の描画コマンドの数よりも多い旨を示している場合には、所定の画質モード
を階調優先モード（第１の画質様式）に決定する。
【０１２０】
　これに対し、画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された比較結果が、文
字や線画の描画コマンドの数が写真の描画データの数以上である旨を示している場合は、
所定の画質モードを解像度優先モード（第２の画質様式）に決定する。
【０１２１】
　なお、実施の形態２では、画質モード確定部１６３と比較部１６２とは独立した構成要
素としたが、画質モード確定部１６３は比較部１６２の機能を有する構成としてもよい。
【０１２２】
　また、実施の形態２において、上述した画像処理装置３００を有する画像形成装置を含
む画像形成システムとしては、図５に示した実施の形態１の画像形成システムと同様の構
成とすることができる。
【０１２３】
　次に、画像処理装置２００による画質モードの判定処理を含む画像データの生成処理（
高画質の画像データ）の生成処理について、図１３および図１４を参照して説明する。
【０１２４】
　なお、図１３は、画質モードの判定処理を含む画像データの生成処理の処理手順を示す
フローチャートである。これは、ページ単位（１ページ）に関しての画像データの生成処
理を示したものである。図１４は、画像データの生成処理を説明する図である。
【０１２５】
　この実施の形態２においても、実施の形態１の場合と同様に、図６に示した処理手順の
各ステップが実施される。この場合、図６に示した処理手順のステップＳ１０、Ｓ２０が
実行された後（図１４のＰ１１～Ｐ１３参照）、ステップＳ２０において画質モードが指
定されていないと判定した画質モード判定部１４０は、決定部１６０に対し、画質モード
の判定処理および画像の生成処理を依頼する（図１４のＰ２１参照）。
【０１２６】
　その画質モードの判定処理および画像の生成処理の依頼を受け付けた決定部１６０では
、比較部１６２は、階調を強調すべき要素の描画コマンド（例えば写真の描画コマンド）
の数をカウントするカウンタ（以下「写真コマンドカウンタ」という）のカウント値を「
ｉ」と定義するとともに、階調性よりも解像度を優先すべき要素の描画コマンド（例えば
文字の描画コマンドおよび線の描画コマンドなど）の数をカウントするカウンタ（以下「
文字線コマンドカウンタ」という）のカウント値を「ｇ」と定義し、さらに、写真コマン
ドカウンタおよび文字線コマンドカウンタの各カウント値をクリア（ｉ＝０、ｇ＝０）に
する（ステップＳ２０１）。
【０１２７】
　決定部１６０がＰＤＬ解釈部１５０に対しＰＤＬデータの解釈を依頼すると（図１４の
Ｐ２２参照）、ＰＤＬ解釈部１５０は、記憶部１２０からＰＤＬデータ（ＰＤＬコマンド
）を読み出して解釈し（ステップＳ２０２、図１４のＰ２３参照）、この解釈した結果を
決定部１６０へ出力する（図１４のＰ２４参照）。
【０１２８】
　そして、決定部１６０では、計数部２１０は、ＰＤＬ解釈部１５０からのＰＤＬデータ
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の解釈結果つまりＰＤＬコマンドの解釈結果を基に、取得したコマンドは写真の描画コマ
ンド（写真コマンド）であるか否かを判断する（ステップＳ２０３）。
【０１２９】
　計数部２１０は、ステップＳ２０３において、上記取得したコマンドが写真の描画コマ
ンドであると判断した場合には写真コマンドカウンタのカウント値ｉをカウントアップす
る（ステップＳ２０４）。
【０１３０】
　一方、計数部２１０は、ステップＳ２０３において、上記取得したコマンドが写真の描
画コマンドではないと判断（文字や線などの描画コマンドであると判断）した場合は文字
線コマンドカウンタのカウント値ｇをカウントアップする（ステップＳ２０５）。
【０１３１】
　そして、計数部２１０は、ステップＳ２０４あるいはステップＳ２０５を終了した場合
は、上記取得したコマンドを基に、計数処理対象のページ（１ページ）に対応するＰＤＬ
データ内の全てのＰＤＬコマンドつまり描画コマンドに対する計数処理が終了したか否か
を判断する（ステップＳ２０６）。
【０１３２】
　ここで、ＰＤＬ解釈部１５０からのＰＤＬコマンドの解釈結果がページの終了を示すコ
マンド（EndPage）のときは、上記全ての描画コマンドに対する計数処理が終了したと判
断される。
【０１３３】
　ステップＳ２０６において、上記全ての描画コマンドに対する計数処理が終了していな
いと判断した計数部２１０は、ＰＤＬ解釈部１５０に対し、当該ページ内の次のコマンド
の解釈を依頼する。つまりステップＳ２０２に戻る。
【０１３４】
　これに対し、ステップＳ２０６において、上記全ての描画コマンドに対する計数処理を
終了したと判断した計数部２１０は、写真コマンドカウンタのカウント値ｉおよび文字線
コマンドカウンタのカウント値ｇを比較部１６２へ出力する。
【０１３５】
　すると、比較部１６２は、要素の種類ごとの計数部２１０によって計数された計数結果
、すなわち、カウント値ｉ（写真の描画コマンドの数を計数した計数結果）とカウント値
ｇ（線の描画コマンドや文字の描画コマンドの数を計数した計数結果）とを比較し（ステ
ップＳ２０７）、この比較した結果を画質モード確定部１６３へ通知する。
【０１３６】
　ここで、画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された比較結果が「カウン
ト値ｉ＞カウント値ｇ」の場合、つまり写真（階調を強調すべき要素）の描画コマンドの
数が文字や線画（階調性よりも解像度を優先すべき要素）の描画コマンドの数よりも多い
旨を示している場合には、画質モードを階調優先モード（第１の画質様式）に設定（確定
）し（ステップＳ２０８）、その旨を生成部１７０へ通知する（図１４のＰ２５参照）。
【０１３７】
　例えば、実施の形態１の図４に示した例の如く写真（写真の描画コマンド）が多いペー
ジに対応する画像に対しては、階調優先の画質（高画質）が適用されるべく、画質モード
として階調優先モードが決定される。
【０１３８】
　これに対し、画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された比較結果が「カ
ウント値ｉ≦カウント値ｇ」の場合、つまり写真の描画データの数が文字や線画の描画コ
マンドの数以下である旨を示している場合は、画質モードを解像度優先モード（第２の画
質様式）に設定（確定）し（ステップＳ２０９）、その旨を生成部１７０へ通知する（図
１４のＰ２５参照）。
【０１３９】
　例えば、実施の形態１の図３に示した例の如く線画、文字（線、文字、矩形の描画コマ
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ンド）が多いページに対応する画像に対しては、解像度優先の画質（高画質）が適用され
るべく、画質モードとして解像度優先モードが決定される。
【０１４０】
　このようにして画質モードを決定した決定部１６０が「所定の画質モードを設定（確定
）した旨」をＰＤＬ解釈部１５０へ通知すると（図１４のＰ２６参照）、ＰＤＬ解釈部１
５０は、記憶部１３０からＰＤＬデータを読み込んで解釈し（図１４のＰ２７参照）、こ
の解釈した結果（文書データ）を生成部１７０へ出力する（図１４のＰ２８参照）。
【０１４１】
　生成部１７０では、画質モード確定部１６３から通知された画質モードに応じたフォー
マットに従って、ＰＤＬ解釈部１５０からの文書データ（解釈結果）に対応する画像像デ
ータを生成するとともに（ステップＳ２１０）、この生成した画像データを画像出力部１
８０へ出力する（図１４のＰ２９参照）。
【０１４２】
　すなわち、画質モード確定部１６３から通知された画質モードが階調優先モードの場合
には、階調優先データ生成部１７１によって階調優先の画質に対応する画像データが生成
される。これに対し、通知された画質モードが解像度優先モードの場合は、解像度優先デ
ータ生成部１７２によって解像度優先の画質に対応する画像データが生成される。
【０１４３】
　以上の説明はページ単位（１ページ）に関しての画像データの生成処理についてである
ので、複数のページの文書データに対する画像生成処理の場合は、上述した処理が複数回
実施される。この場合、画像データは、文書データの各ページに対応して、その文書内容
に適した所定の画質モードに応じたフォーマットに従って生成されたものとなる。
【０１４４】
　（実施の形態３）
【０１４５】
　図１５は、実施の形態３に係る画像処理装置の機能構成を示している。
【０１４６】
　図１５に示す画像処理装置３００は、図１に示した画像処理装置１００の機能構成にお
いて、データ量算出部１６１を面積算出部３１０に変更した構成になっている。なお、図
１５において、図１に示した構成要素と同様の機能を果たす部分には同一の符号を付して
いる。
【０１４７】
　実施の形態３においても、画質モード判定部１４０は、実施の形態２の場合と同様に、
ＪＣＬデータ内に画質モード情報が含まれていない場合は、画質モードの判定処理を決定
部１６０に依頼するようになっている。
【０１４８】
　そのため、決定部１６０は、画質モード判定部１４０から画質モードの判定処理の依頼
を受け取った場合に、ＰＤＬ解釈部１５０に対しコマンドの解釈を依頼するとともに、こ
の依頼した結果としてのＰＤＬ解釈部１５０からのコマンド（ＰＤＬコマンド）の解釈結
果に基づいて画質モードを判定する。
【０１４９】
　面積算出部３１０は、面積算出手段の機能を有しており、ＰＤＬ解釈部１５０からのＰ
ＤＬコマンドの解釈結果を基に得られる描画コマンドに対応して描画される領域の面積、
つまりページ（所定の処理単位）の文書内容を構成する単数または複数の種類の要素（写
真または線画、文字）を描画する場合の描画領域の面積（以下「描画面積」という）を、
その要素の種類ごとに算出する。
【０１５０】
　この場合、面積算出部３１０は、ページの文書内容に含まれる階調を強調すべき要素（
写真）および階調性よりも解像度を優先すべき要素（線画、文字）のうち少なくとも１つ
の種類の要素を描画する場合の該当する要素にかかわる描画面積を算出する。
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【０１５１】
　実施の形態３では、面積算出部３１０は、階調を強調すべき要素の描画コマンド（写真
の描画コマンド）と、階調性よりも解像度を優先すべき要素の描画コマンド（線画の描画
コマンドや文字の描画コマンド）の２種類の要素ごとに、それらの描画コマンドに対応す
る描画面積を算出（積算）するようになっている。
【０１５２】
　比較部１６２は、要素の種類ごとの面積算出部３１０によって算出された算出結果、す
なわち、階調を強調すべき要素にかかわる描画面積を示す情報と階調性よりも解像度を優
先すべき要素にかかわる描画面積を示す情報とを比較し、この比較した結果を画質モード
確定部１６３へ通知する。
【０１５３】
　画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された比較結果を基に、該当するペ
ージの文書内容に適した所定お画質モードを決定する。
【０１５４】
　すなわち、画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された比較結果が、階調
を強調すべき要素にかかわる描画面積が階調性よりも解像度を優先すべき要素にかかわる
描画面積よりも大きい旨を示している場合には、所定の画質モードを階調優先モード（第
１の画質様式）に決定する。
【０１５５】
　これに対し、画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された比較結果が、階
調を強調すべき要素にかかわる描画面積が階調性よりも解像度を優先すべき要素にかかわ
る描画面積以下である旨を示している場合は、所定の画質モードを解像度優先モード（第
２の画質様式）に決定する。
【０１５６】
　なお、実施の形態３では、画質モード確定部１６３と比較部１６２とは独立した構成要
素としたが、画質モード確定部１６３は比較部１６２の機能を有する構成としてもよい。
【０１５７】
　また、実施の形態３において、上述した画像処理装置３００を有する画像形成装置を含
む画像形成システムとしては、図５に示した実施の形態１の画像形成システムと同様の構
成とすることができる。
【０１５８】
　次に、画像処理装置３００による画質モードの判定処理を含む画像データの生成処理（
高画質の画像データ）の生成処理について、図１６および図１７を参照して説明する。
【０１５９】
　なお、図１６は、画質モードの判定処理を含む画像データの生成処理の処理手順を示す
フローチャートである。これは、ページ単位（１ページ）に関しての画像データの生成処
理を示したものである。図１７は、画像データの生成処理を説明する図である。
【０１６０】
　この実施の形態３においても、実施の形態１の場合と同様に、図６に示した処理手順の
各ステップが実施される。この場合、図６に示した処理手順のステップＳ１０、Ｓ２０が
実行された後（図１７のＰ１１～Ｐ１３参照）、ステップＳ２０において画質モードが指
定されていないと判定した画質モード判定部１４０は、決定部１６０に対し、画質モード
の判定処理および画像の生成処理を依頼する（図１７のＰ３１参照）。
【０１６１】
　その画質モードの判定処理および画像の生成処理の依頼を受け付けた決定部１６０では
、比較部１６２は、階調を強調すべき要素にかかわる描画面積（例えば写真にかかわる描
画面積）を加算（積算）するカウンタ（以下「写真面積カウンタ」という）のカウント値
を「ｉ」と定義するとともに、階調性よりも解像度を優先すべき要素にかかわる描画面積
（例えば文字にかかわる面積および線にかかわる描画面積など）を加算（積算）するカウ
ンタ（以下「文字線面積カウンタ」という）のカウント値を「ｇ」と定義し、さらに、写
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真面積カウンタおよび文字線面積カウンタの各カウント値をクリア（ｉ＝０、ｇ＝０）に
する（ステップＳ３０１）。
【０１６２】
　決定部１６０がＰＤＬ解釈部１５０に対しＰＤＬデータの解釈を依頼すると（図１７の
Ｐ３２参照）、ＰＤＬ解釈部１５０は、記憶部１２０からＰＤＬデータ（ＰＤＬコマンド
）を読み出して解釈し（ステップＳ３０２、図１７のＰ３３参照）、この解釈した結果を
決定部１６０へ出力する（図１７のＰ３４参照）。
【０１６３】
　そして、決定部１６０では、面積算出部３１０は、ＰＤＬ解釈部１５０からのＰＤＬデ
ータの解釈結果つまりＰＤＬコマンドの解釈結果を基に、取得したコマンドは写真の描画
コマンド（写真コマンド）であるか否かを判断する（ステップＳ３０３）。
【０１６４】
　面積算出部３１０は、ステップＳ３０３において、上記取得したコマンドが写真の描画
コマンドであると判断した場合には、写真面積カウンタのカウント値ｉに、当該描画コマ
ンドに対応する例えば写真にかかわる描画面積を加算する（ステップＳ３０４）。
【０１６５】
　一方、面積算出部３１０は、ステップＳ３０３において、上記取得したコマンドが写真
の描画コマンドではないと判断（文字や線などの描画コマンドであると判断）した場合は
、文字線面積カウンタのカウント値ｇに、当該描画コマンドに対応する例えば線にかかわ
る描画面積を加算する（ステップＳ３０５）。
【０１６６】
　ここで、面積算出部３１０は、描画対象の要素（文字、線、写真など）の描画にかかわ
る座標情報（Ｘ，Ｙ座標値）、幅情報および高さ情報を基に、当該要素を描画する描画面
積を算出するようになっている。
【０１６７】
　例えば、例えば、文字の描画（DrawFont）の場合では、実施の形態１の図２に示したよ
うに、「DrawFont　描画開始点ｘ、描画開始点ｙ、幅ｗ、高さｈ、修飾ｓ、文字コードID
」のうち、「描画開始点ｘ、描画開始点ｙ、幅ｗ、高さｈ」の各情報を基に文字にかかわ
る描画面積を求めることができる。なお、描画開始点ｘはＸ座標値を意味し、描画開始点
ｙはＹ座標値を意味する。
【０１６８】
　また、線の描画（DrawLine）の場合では、「DrawLine　描画開始点ｘ、描画開始点ｙ、
描画終了点ｘ、描画終了点ｙ、線幅ｗ」の各情報を基に線にかかわる描画面積を求めるこ
とができる。なお、描画開始点ｘおよび描画終了点ｘはＸ座標値を意味し、描画開始点ｙ
および描画終了点ｙはＹ座標値を意味する。
【０１６９】
　同様に、矩形の描画、円の描画、写真の描画の場合においても、それぞれの描画対象の
要素を描画するための座標情報を基に描画面積を求めることができる。
【０１７０】
　ところで、面積算出部３１０は、ステップＳ３０４あるいはステップＳ３０５を終了し
た場合は、上記取得したコマンドを基に、面積算出処理対象のページ（１ページ）に対応
するＰＤＬデータ内の全ての描画コマンドに対する描画面積の算出処理が終了したか否か
を判断する（ステップＳ３０６）。
【０１７１】
　ここで、ＰＤＬ解釈部１５０からのコマンドの解釈結果がページの終了を示すコマンド
（EndPage）のときは、上記全ての描画コマンドに対する描画面積の算出処理が終了した
と判断される。
【０１７２】
　ステップＳ３０６において、上記全ての描画コマンドに対する描画面積の算出処理が終
了していないと判断した面積算出部３１０は、ＰＤＬ解釈部１５０に対し、当該ページ内
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の次のコマンドの解釈を依頼する。つまりステップＳ３０２に戻る。
【０１７３】
　これに対し、ステップＳ３０６において、上記全ての描画コマンドに対する描画面積の
算出処理を終了したと判断した面積算出部３１０は、写真面積カウンタのカウント値ｉお
よび文字線面積カウンタのカウント値ｇを比較部１６２へ出力する。
【０１７４】
　すると、比較部１６２は、要素の種類ごとの面積算出部３１０によって算出された算出
結果、すなわち、カウント値ｉ（写真にかかわる描画面積を積算した積算値）とカウント
値ｇ（線や文字にかかわる描画面積を積算した積算値）とを比較し（ステップＳ３０７）
、この比較した結果を画質モード確定部１６３へ通知する。
【０１７５】
　ここで、画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された比較結果が「カウン
ト値ｉ＞カウント値ｇ」の場合、つまり写真（階調を強調すべき要素）かかわる描画面積
の積算値が文字や線画（階調性よりも解像度を優先すべき要素）にかかわる描画面積の積
算値よりも大きい旨を示している場合には、画質モードを階調優先モード（第１の画質様
式）に設定（確定）し（ステップＳ３０８）、その旨を生成部１７０へ通知する（図１７
のＰ３５参照）。
【０１７６】
　例えば、実施の形態１の図４に示した例の如く写真（写真の描画コマンド）が多いペー
ジに対応する画像に対しては、階調優先の画質（高画質）が適用されるべく、画質モード
として階調優先モードが決定される。
【０１７７】
　これに対し、画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された比較結果が「カ
ウント値ｉ≦カウント値ｇ」の場合、つまり写真にかかわる描画面積の積算値が文字や線
画にかかわる描画面積の積算値以下である旨を示している場合は、画質モードを解像度優
先モード（第２の画質様式）に設定（確定）し（ステップＳ３０９）、その旨を生成部１
７０へ通知する（図１７のＰ３５参照）。
【０１７８】
　例えば、実施の形態１の図３に示した例の如く線画、文字（線、文字、矩形の描画コマ
ンド）が多いページに対応する画像に対しては、解像度優先の画質（高画質）が適用され
るべく、画質モードとして解像度優先モードが決定される。
【０１７９】
　このようにして画質モードを決定した決定部１６０が「所定の画質モードを設定（確定
）した旨」をＰＤＬ解釈部１５０へ通知すると（図１７のＰ３６参照）、ＰＤＬ解釈部１
５０は、記憶部１３０からＰＤＬデータを読み込んで解釈し（図１７のＰ３７参照）、こ
の解釈した結果（文書データ）を生成部１７０へ出力する（図１７のＰ３参照）。
【０１８０】
　生成部１７０では、実施の形態１および実施の形態２の場合と同様に、画質モード確定
部１６３から通知された画質モードに応じたフォーマットに従って、ＰＤＬ解釈部１５０
からの文書データ（解釈結果）に対応する画像データを生成するとともに（ステップＳ３
１０）、この生成した画像データを画像出力部１８０へ出力する（図１７のＰ３９参照）
。
【０１８１】
　以上の説明はページ単位（１ページ）に関しての画像データの生成処理についてである
ので、複数のページの文書データに対する画像生成処理の場合は、上述した処理が複数回
実施される。この場合、画像データは、文書データの各ページに対応して、その文書内容
に適した所定の画質モードに応じたフォーマットに従って生成されたものとなる。
【０１８２】
　（実施の形態４）
【０１８３】
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　図１８は、実施の形態４に係る画像処理装置の機能構成を示している。
【０１８４】
　図１８示す画像処理装置４００は、図１２に示した実施の形態２の画像処理装置２００
の機能構成において、生成部１７０を生成部４１０に変更した構成になっている。なお、
図１８において、図１２に示した構成要素と同様の機能を果たす部分には同一の符号を付
している。
【０１８５】
　生成部４１０は、ハイブリッド生成部４２０、および画像情報変換部４３０を有してい
る。
【０１８６】
　ハイブリッドデータ生成部４２０は、共通画像情報生成手段の機能を果たすものであり
、決定部１６０による画質モード（画質様式）を決定する処理と並行して、階調優先モー
ドおよび解像度優先モードを含む複数の画質モード（複数の画質様式）に依存しないフォ
ーマット（情報形式）に従って文書データ（文書情報）に対応する共通の画像情報を生成
する。
【０１８７】
　実施の形態４では、共通の画像情報をハイブリッドデータと定義する。このハイブリッ
ドデータは、上述したように階調優先モードおよび解像度優先モードに依存しない画像デ
ータ、すなわち階調優先モードおよび解像度優先モードの何れの画質モードにも対応でき
るハイブリッドな画像データを意味する。換言すれば、ハイブリッドデータは、階調優先
モードで生成される画像データや解像度優先モードで生成される画像データと比較してデ
ータ量を極端に増加させることなく、線画や文字の細かい線の再現性と写真の階調性の両
者を満たすような画像データであると言える。
【０１８８】
　実施の形態４では、ハイブリッドデータ生成部４２０は、ＰＤＬデータ（ＰＤＬ文書デ
ータ）に対するＰＤＬ解釈部１５０による解釈処理の結果（文書データ）を基に例えば２
４００ＤＰＩ（Dot Per Inch）の２階調のデータであるハイブリッドデータを生成するよ
うになっている。このようにして生成されたハイブリッドデータは、画像情報変換部４３
０に向けて出力される。
【０１８９】
　画像情報変換部４３０は、第１のデータ変換部４３１および第２のデータ変換部４３２
を有し、これらのデータ変換部によって、ハイブリッドデータ生成部４２０からのハイブ
リッドデータ（共通の画像情報）を、画質モード確定部１６３によって決定された画質モ
ードに依存するフォーマット（情報形式）に従った画像データ（画像情報）に変換する。
【０１９０】
　第１のデータ変換部４３１は、ハイブリッドデータを階調優先モードに依存する画像デ
ータ（階調優先モードに応じたフォーマットの画像データ）に変換する。
【０１９１】
　第２のデータ変換部４３２は、ハイブリッドデータを解像度優先モードに依存する画像
データ（解像度優先モードに応じたフォーマットの画像データ）に変換する。
【０１９２】
　実施の形態４においては、決定部１６０は、画質モード判定部１４０から画質モードの
判定処理の依頼を受け取った場合は、ＰＤＬ解釈部１５０に対し、コマンドの解釈処理を
依頼するとともに、この依頼したコマンドの解釈処理の結果（解釈結果）を当該決定部１
６０および生成部４１０（のハイブリッドデータ生成部４２０）に向けて出力するように
依頼する。
【０１９３】
　また、決定部１６０では、画質モード確定部１６３がハイブリッドモードを生成部４１
０に向けて出力するようになっている。
【０１９４】
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　生成部４１０においては、ハイブリッドモードに応じたフォーマットに従った画像デー
タの生成処理と、決定部１６０による画質モードの判定処理により得られた画質モーに応
じたフォーマットに従った画像データの生成処理（ハイブリッドデータから所定の画像デ
ータへの変換処理）とが実施される。
【０１９５】
　実施の形態４において、上述した画像処理装置４００を有する画像形成装置を含む画像
形成システムとしては、図５に示した実施の形態１の画像形成システムと同様の構成とす
ることができる。
【０１９６】
　次に、画像処理装置４００による画質モードの判定処理を含む画像データの生成処理（
高画質の画像データ）の生成処理について、図１９および図２０を参照して説明する。
【０１９７】
　なお、図１９は、画質モードの判定処理を含む画像データの生成処理の処理手順を示す
フローチャートである。これは、ページ単位（１ページ）に関しての画像データの生成処
理を示したものである。図２０は、画像データの生成処理を説明する図である。
【０１９８】
　この実施の形態４においても、実施の形態１の場合と同様に、図６に示した処理手順の
各ステップが実施される。この場合、図６に示した処理手順のステップＳ１０、Ｓ２０が
実行された後（図２０のＰ１１～Ｐ１３参照）、ステップＳ２０において画質モードが指
定されていないと判定した画質モード判定部１４０は、決定部１６０に対し、画質モード
の判定処理および画像の生成処理を依頼する（図２０のＰ４１参照）。
【０１９９】
　画質モード判定部１４０から画質モードの判定処理の依頼を受け取った決定部１６０は
、ＰＤＬ解釈部１５０に対し、コマンドの解釈処理を依頼するとともに、この依頼したコ
マンドの解釈処理の結果（解釈結果）を当該決定部１６０およびハイブリッドデータ生成
部４２０に向けて出力するように依頼する（図２０のＰ４２参照）。
【０２００】
　また、決定部１６０では、画質モード確定部１６３が、画質モードをハイブリッドモー
ドに設定し（ステップＳ４０１）、このハイッブリッドモードの画質モードを生成部４１
０のハイブリッドデータ生成部４２０に向けて出力する（図２０のＰ４３参照）。
【０２０１】
　さらに、決定部１６０では、比較部１６２は、階調を強調すべき要素の描画コマンド（
例えば写真の描画コマンド）の数をカウントするカウンタ（以下「写真コマンドカウンタ
」という）のカウント値を「ｉ」と定義するとともに、階調性よりも解像度を優先すべき
要素の描画コマンド（例えば文字の描画コマンドおよび線の描画コマンド）の数をカウン
トするカウンタ（以下「文字線コマンドカウンタ」という）のカウント値を「ｇ」と定義
し、さらに、写真コマンドカウンタおよび文字線コマンドカウンタの各カウント値をクリ
ア（ｉ＝０、ｇ＝０）にする（ステップＳ４０２）。
【０２０２】
　コマンドの解釈処理の依頼を受け付けたＰＤＬ解釈部１５０は、記憶部１２０からＰＤ
Ｌデータ（ＰＤＬコマンド）を読み出して解釈し（ステップＳ４０３、図２０のＰ４４照
）、この解釈した結果を、決定部１６０へ出力するとともに（図２０のＰ４５参照）、生
成部４１０のハイブリッドデータ生成部４２０へ出力する（図２０のＰ４６参照）。
【０２０３】
　そして、決定部１６０では、計数部２１０は、ＰＤＬ解釈部１５０からのＰＤＬデータ
の解釈結果つまりＰＤＬコマンドの解釈結果を基に、取得したコマンドは写真の描画コマ
ンド（写真コマンド）であるか否かを判断する（ステップＳ４０４）。
【０２０４】
　計数部２１０は、ステップＳ４０４において、上記取得したコマンドが写真の描画コマ
ンドであると判断した場合には写真コマンドカウンタのカウント値ｉをカウントアップす
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る（ステップＳ４０５）。
【０２０５】
　一方、計数部２１０、ステップＳ４０４において、上記取得したコマンドが写真の描画
コマンドではないと判断（文字や線などの描画コマンドであると判断）した場合は文字線
コマンドカウンタのカウント値ｇをカウントアップする（ステップＳ４０６）。
【０２０６】
　ところで、ハイブリッドデータ生成部４２０は、上述したような決定部１６０による計
数処理と並行して、画質モード確定部１６３からのハイブリッドモードに従って、ＰＤＬ
解析部１５０からのＰＤＬデータの解釈結果つまりＰＤＬコマンドの解釈結果に対応する
ハイブリッドデータ、例えば２４００ＤＰＩの２階調のデータ(画像データ）を生成する
（ステップＳ４０７）。
【０２０７】
　ステップＳ４０５あるいはステップＳ４０６を終了した計数部２１０は、上記取得した
コマンドを基に、計数処理対象のページ（１ページ）に対応するＰＤＬデータ内の全ての
ＰＤＬコマンドつまり描画コマンドに対する計数処理が終了したか否かを判断する（ステ
ップＳ４０８）。
【０２０８】
　ここで、ＰＤＬ解釈部１５０からのＰＤＬコマンドの解釈結果がページの終了を示すコ
マンド（EndPage）のときは、上記全ての描画コマンドに対する計数処理が終了したと判
断される。
【０２０９】
　ステップＳ４０８において、上記全ての描画コマンドに対する計数処理が終了していな
いと判断した計数部２１０は、ＰＤＬ解釈部１５０に対し、当該ページ内の次のコマンド
の解釈を依頼する。つまりステップＳ４０３に戻る。
【０２１０】
　これに対し、ステップＳ４０８において、上記全ての描画コマンドに対する計数処理を
終了したと判断した計数部２１０は、写真コマンドカウンタのカウント値ｉおよび文字線
コマンドカウンタのカウント値ｇを比較部１６２へ出力する。
【０２１１】
　すると、比較部１６２は、要素の種類ごとの計数部２１０によって計数された計数結果
、すなわち、カウント値ｉ（写真の描画コマンドの数を計数した計数結果）とカウント値
ｇ（線の描画コマンドや文字の描画コマンドの数を計数した計数結果）とを比較し（ステ
ップＳ４０９）、この比較した結果を画質モード確定部１６３へ通知する。
【０２１２】
　ここで、画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された比較結果が「カウン
ト値ｉ＞カウント値ｇ」の場合、つまり写真（階調を強調すべき要素）の描画コマンドの
数が文字や線画（階調性よりも解像度を優先すべき要素）の描画コマンドの数よりも多い
旨を示している場合には、画質モードを階調優先モード（第１の画質様式）に設定（確定
）し（ステップＳ４１０）、その旨を生成部１７０へ通知する（図２０のＰ４７照）。
【０２１３】
　例えば、実施の形態１の図４に示した例の如く写真（写真の描画コマンド）が多いペー
ジに対応する画像に対しては、階調優先の画質（高画質）が適用されるべく、画質モード
として階調優先モードが決定される。
【０２１４】
　これに対し、画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された比較結果が「カ
ウント値ｉ≦カウント値ｇ」の場合、つまり写真の描画データの数が文字や線画の描画コ
マンドの数以下である旨を示している場合は、画質モードを解像度優先モード（第２の画
質様式）に設定（確定）し（ステップＳ４１０）、その旨を生成部１７０へ通知する（図
２０のＰ４７参照）。
【０２１５】
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　例えば、実施の形態１の図３に示した例の如く線画、文字（線、文字、矩形の描画コマ
ンド）が多いページに対応する画像に対しては、解像度優先の画質（高画質）が適用され
るべく、画質モードとして解像度優先モードが決定される。
【０２１６】
　一方、ハイブリッドデータ生成部４２０は、ＰＤＬ解釈部１５０からのコマンドの解釈
結果がページの終了を示すコマンド（EndPage）なので、１ページに対応するハイブリッ
ドデータを生成したと認識したときは、当該ハイブリッドデータを画像情報変換部４３０
へ出力する（図２０のＰ４８参照）。
【０２１７】
　生成部１７０では、ハイブリッドデータ生成部４２０からのハイブリッドデータを、画
質モード確定部１６３から通知された画質モードに応じたフォーマットに従った画像デー
タに変換するとともに（ステップＳ４１２）、この変換後の画像データを画像出力部１８
０へ出力する（図２０のＰ４９参照）。
【０２１８】
　以上の説明はページ単位（１ページ）に関しての画像データの生成処理についてである
ので、複数のページの文書データに対する画像生成処理の場合は、上述した処理が複数回
実施される。この場合、画像データは、文書データの各ページに対応して、その文書内容
に適した所定の画質モードに応じたフォーマットに従って生成されたものとなる。
【０２１９】
　ここで、画像情報変換部４３０による画像データの変換処理について説明する。
【０２２０】
　画像情報変換部４３０は、ハイブリッドデータ生成部４２０から受け取ったハイブリッ
ドデータが、図２１（ａ）に示すように、２４００ＤＰＩの２階調のデータとしてのハイ
ブリッドデータ（画像データ）４５０であるとする。
【０２２１】
　この条件において、画像情報変換部４３０が、画質モード確認部１６３から受け取った
画質モードが解像度優先モードのときは、第２のデータ変換部４３２は、２４００ＤＰＩ
の解像度を半分にすべく、変換処理を実施する。
【０２２２】
　すなわち、第２のデータ変換部４３２は、ハイブリッドデータ４５０を、図２１（ｂ）
に示すように、Ｘ方向の画素の画素数×Ｙ方向の画素の画素数＝２画素×２画素を１画素
に間引く処理を実施し（２画素×２画素のデータを１画素のデータに変換）、１２００Ｄ
ＰＩの画像データ４６０に変換する。これにより、１２００ＤＰＩの２階調の画像データ
に基づいて解像度優先の高画質の画像が得られることになる。
【０２２３】
　一方、画像情報変換部４３０が、画質モード確認部１６３から受け取った画質モードが
階調優先モードのときは、第１のデータ変換部４３１は、解像度を２４００ＤＰＩから６
００ＤＰＩに変換する変換処理を実施する。
【０２２４】
　すなわち、第１のデータ変換部４３１は、図２１（ｃ）に示すように、ハイブリッドデ
ータ４５０に関し、Ｘ方向の画素の画素数×Ｙ方向の画素の画素数＝４×４画素のデータ
を１画素のデータに変換する。ここで、図２１（ｃ）において矢印Ａで示される部分を拡
大した様子を図２２に示す。
【０２２５】
　図２２に示すように、４画素×４画素＝１６画素のＯＮの画素（黒の塗り潰し部分）の
組み合わせ（２５６通り）により、１画素を２５６階調の画像データで表現することがで
きる。これは、４画素×４画素＝１６画素（１画素２階調）の画像データ４５１が、１画
素２５６階調の画像データ４５２に変換されることを意味する。これにより、６００ＤＰ
Ｉの２５６階調の画像データに基づいて階調優先の高画質の画像が得られることになる。
【０２２６】
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　（実施の形態５）
【０２２７】
　図２３は、実施の形態５に係る画像処理装置の機能構成を示している。
【０２２８】
　図２３示す画像処理装置５００は、図１８に示した実施の形態４の画像処理装置４００
の機能構成において、計数部２１０を面積算出部５１０に変更した構成になっている。な
お、図２３において、図１８に示した構成要素と同様の機能を果たす部分には同一の符号
を付している。
【０２２９】
　面積算出部５１０は、実施の形態３の図１５に示した面積算出部３１０と同様の機能を
有する。そのため、ここではその詳細な説明については省略する。
【０２３０】
　実施の形態５において、上述した画像処理装置５００を有する画像形成装置を含む画像
形成システムとしては、図５に示した実施の形態１の画像形成システムと同様の構成とす
ることができる。
【０２３１】
　次に、画像処理装置５００による画質モードの判定処理を含む画像データの生成処理（
高画質の画像データ）の生成処理について、図２４および図２５を参照して説明する。
【０２３２】
　なお、図２４は、画質モードの判定処理を含む画像データの生成処理の処理手順を示す
フローチャートである。これは、ページ単位（１ページ）に関しての画像データの生成処
理を示したものである。図２５は、画像データの生成処理を説明する図である。
【０２３３】
　この実施の形態５においても、実施の形態１の場合と同様に、図６に示した処理手順の
各ステップが実施される。この場合、図６に示した処理手順のステップＳ１０、Ｓ２０が
実行された後（図２５のＰ１１～Ｐ１３参照）、ステップＳ２０において画質モードが指
定されていないと判定した画質モード判定部１４０は、決定部１６０に対し、画質モード
の判定処理および画像の生成処理を依頼する（図２５のＰ５１参照）。
【０２３４】
　画質モード判定部１４０から画質モードの判定処理の依頼を受け取った決定部１６０は
、ＰＤＬ解釈部１５０に対し、コマンドの解釈処理を依頼するとともに、この依頼したコ
マンドの解釈処理の結果（解釈結果）を当該決定部１６０およびハイブリッドデータ生成
部４２０に向けて出力するように依頼する（図２５のＰ５２参照）。
【０２３５】
　また、決定部１６０では、画質モード確定部１６３が、画質モードをハイブリッドモー
ドに設定し（ステップＳ５０１）、このハイッブリッドモードを生成部４１０のハイブリ
ッドデータ生成部４２０に向けて出力する（図２５のＰ５３参照）。
【０２３６】
　さらに、決定部１６０では、比較部１６２は、写真面積カウンタのカウント値を「ｉ」
と定義するとともに、文字線面積カウンタのカウント値を「ｇ」と定義し、さらに、写真
面積カウンタおよび文字線面積カウンタの各カウント値をクリア（ｉ＝０、ｇ＝０）にす
る（ステップＳ５０２）。
【０２３７】
　コマンドの解釈処理の依頼を受け付けたＰＤＬ解釈部１５０は、記憶部１２０からＰＤ
Ｌデータ（ＰＤＬコマンド）を読み出して解釈し（ステップＳ５０３、図２５のＰ５４参
照）、この解釈した結果を、決定部１６０へ出力するとともに（図２５のＰ５５参照）、
生成部４１０のハイブリッドデータ生成部４２０へ出力する（図２５のＰ５６参照）。
【０２３８】
　そして、決定部１６０では、面積算出部５１０は、ＰＤＬ解釈部１５０からのＰＤＬデ
ータの解釈結果つまりＰＤＬコマンドの解釈結果を基に、取得したコマンドは写真の描画
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コマンド（写真コマンド）であるか否かを判断する（ステップＳ５０４）。
【０２３９】
　面積算出部５１０は、ステップＳ５０４において、上記取得したコマンドが写真の描画
コマンドであると判断した場合には、写真面積カウンタのカウント値ｉに、当該描画コマ
ンドに対応する描画面積（例えば写真にかかわる描画面積）を加算する（ステップＳ５０
５）。
【０２４０】
　一方、面積算出部５１０、ステップＳ５０４において、上記取得したコマンドが写真の
描画コマンドではないと判断（文字や線などの描画コマンドであると判断）した場合は、
文字線面積カウンタのカウント値ｇに、当該描画コマンドに対応する描画面積（例えば線
にかかわる描画面積）を加算する（ステップＳ５０６）。
【０２４１】
　ところで、ハイブリッドデータ生成部４２０は、上述したような決定部１６０による計
数処理と並行して、画質モード確定部１６３からのハイブリッドモードに従って、ＰＤＬ
解析部１５０からのＰＤＬデータの解釈結果つまりＰＤＬコマンドの解釈結果に対応する
ハイブリッドデータ、例えば２４００ＤＰＩの２階調のデータ(画像データ）を生成する
（ステップＳ５０７）。
【０２４２】
　ステップＳ５０５あるいはステップＳ５０６を終了した面積算出部５１０は、上記取得
したコマンドを基に、面積算出処理対象の（１ページ）に対応するＰＤＬデータ内の全て
のＰＤＬコマンドつまり描画コマンドに対する描画面積の算出処理が終了したか否かを判
断する（ステップＳ５０８）。
【０２４３】
　ここで、ＰＤＬ解釈部１５０からのコマンドの解釈結果がページの終了を示すコマンド
（EndPage）のときは、上記全ての描画コマンドに対する面積算出処理が終了したと判断
される。
【０２４４】
　ステップＳ５０８において、上記全ての描画コマンドに対する描画面積の算出処理が終
了していないと判断した面積算出部５１０は、ＰＤＬ解釈部１５０に対し、当該ページ内
の次のコマンドの解釈を依頼する。つまりステップＳ５０３に戻る。
【０２４５】
　これに対し、ステップＳ５０８において、上記全ての描画コマンドに対する描画面積の
算出処理を終了したと判断した面積算出部５１０は、写真面積カウンタのカウント値ｉお
よび文字線面積カウンタのカウント値ｇを比較部１６２へ出力する。
【０２４６】
　すると、比較部１６２は、要素の種類ごとの面積算出部５１０によって算出された算出
結果、すなわち、カウント値ｉ（写真にかかわる描画面積を積算した積算値）とカウント
値ｇ（線や文字にかかわる描画面積を積算した積算値）とを比較し（ステップＳ５０９）
、この比較した結果を画質モード確定部１６３へ通知する。
【０２４７】
　ここで、画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された比較結果が「カウン
ト値ｉ＞カウント値ｇ」の場合、つまり写真（階調を強調すべき要素）かかわる描画面積
の積算値が文字や線画（階調性よりも解像度を優先すべき要素）にかかわる描画面積の積
算値よりも大きい旨を示している場合には、画質モードを階調優先モード（第１の画質様
式）に設定（確定）し（ステップＳ５１０）、その旨を生成部１７０へ通知する（図２５
のＰ５７参照）。
【０２４８】
　例えば、実施の形態１の図４に示した例の如く写真（写真の描画コマンド）が多いペー
ジに対応する画像に対しては、階調優先の画質（高画質）が適用されるべく、画質モード
として階調優先モードが決定される。
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【０２４９】
　これに対し、画質モード確定部１６３は、比較部１６２から通知された比較結果が「カ
ウント値ｉ≦カウント値ｇ」の場合、つまり写真にかかわる描画面積の積算値が文字や線
画にかかわる描画面積の積算値以下である旨を示している場合は、画質モードを解像度優
先モード（第２の画質様式）に設定（確定）し（ステップＳ５１１）、その旨を生成部１
７０へ通知する（図２５のＰ５７参照）。
【０２５０】
　例えば、実施の形態１の図３に示した例の如く線画、文字（線、文字、矩形の描画コマ
ンド）が多いページに対応する画像に対しては、解像度優先の画質（高画質）が適用され
るべく、画質モードとして解像度優先モードが決定される。
【０２５１】
　一方、ハイブリッドデータ生成部４２０は、ＰＤＬ解釈部１５０からのコマンドの解釈
結果がページの終了を示すコマンド（EndPage）なので、１ページに対応するハイブリッ
ドデータを生成したと認識したときは、当該ハイブリッドデータを画像情報変換部４３０
へ出力する（図２５のＰ５８参照）。
【０２５２】
　生成部１７０では、ハイブリッドデータ生成部４２０からのハイブリッドデータを、画
質モード確定部１６３から通知された画質モードに応じたフォーマットに従った画像デー
タに変換するとともに（ステップＳ５１２）、この変換後の画像データを画像出力部１８
０へ出力する（図２５のＰ５９参照）。
【０２５３】
　以上の説明はページ単位（１ページ）に関しての画像データの生成処理についてである
ので、複数のページの文書データに対する画像生成処理の場合は、上述した処理が複数回
実施される。この場合、画像データは、文書データの各ページに対応して、その文書内容
に適した所定の画質モードに応じたフォーマットに従って生成されたものとなる。
【０２５４】
　（実施の形態６）
【０２５５】
　図２６は、実施の形態６に係る画像処理装置の機能構成を示している。
【０２５６】
　図２６示す画像処理装置６００は、図１８に示した実施の形態４の画像処理装置４００
の機能構成において、生成部４１０を生成部６１０に変更した構成になっている。なお、
図２６において、図１８に示した構成要素と同様の機能を果たす部分には同一の符号を付
している。
【０２５７】
　生成部６１０は、階調優先データ生成部６２１および解像度優先データ生成部６２２を
備えた画像情報生成部６２０を有している。
【０２５８】
　画像情報生成部６２０は、画像情報生成手段の機能を有しており、決定部１６０による
画質様式を決定する処理と並行して、予め設定された画像モード（画質様式）に依存する
フォーマット（情報形式）に従って、文書データ（文書情報）にかかわる画像データ（画
像情報）を生成する。
【０２５９】
　また、画像情報生成部６２０は、決定部１６０の画質モード確定部１６３によって決定
された画質モードと予め設定された画質モードとが異なるときは、画質モード確定部１６
３によって決定された画質モードに依存するフォーマットに従って、前記文書データにか
かわる新たな画像データ（画像情報）を生成する。
【０２６０】
　階調優先データ生成部６２１および解像度優先データ生成部６２２はそれぞれ実施の形
態１の図１に示した階調優先データ生成部１７１および解像度優先データ生成部１７２と



(29) JP 4919032 B2 2012.4.18

10

20

30

40

50

同様の機能を有している。そのため、ここではその詳細な説明については省略する。
【０２６１】
　実施の形態６において、上述した画像処理装置６００を有する画像形成装置を含む画像
形成システムとしては、図５に示した実施の形態１の画像形成システムと同様の構成とす
ることができる。
【０２６２】
　次に、画像処理装置６００による画質モードの判定処理を含む画像データの生成処理（
高画質の画像データ）の生成処理について、図２７および図２８を参照して説明する。
【０２６３】
　なお、図２７は、画質モードの判定処理を含む画像データの生成処理の処理手順を示す
フローチャートである。これは、ページ単位（１ページ）に関しての画像データの生成処
理を示したものである。図２８は、画像データの生成処理を説明する図である。
【０２６４】
　この実施の形態６においても、実施の形態１の場合と同様に、図６に示した処理手順の
各ステップが実施される。この場合、図６に示した処理手順のステップＳ１０、Ｓ２０が
実行された後（図２８のＰ１１～Ｐ１３参照）、ステップＳ２０において画質モードが指
定されていないと判定した画質モード判定部１４０は、決定部１６０に対し、画質モード
の判定処理および画像の生成処理を依頼する（図２８のＰ６１参照）。
【０２６５】
　画質モード判定部１４０から画質モードの判定処理の依頼を受け取った決定部１６０は
、ＰＤＬ解釈部１５０に対し、コマンドの解釈処理を依頼するとともに、この依頼したコ
マンドの解釈処理の結果（解釈結果）を当該決定部１６０およびハイブリッドデータ生成
部４２０に向けて出力するように依頼する（図２８のＰ６２参照）。
【０２６６】
　また、決定部１６０では、画質モード確定部１６３が、画質モードを予め決められた画
質モード（例えば階調優先モードまたは解像度優先モード）に設定し（ステップＳ６０１
）、この予め決められた画質モードを生成部６１０に向けて出力する（図２８のＰ６３参
照）。
【０２６７】
　このステップＳ６０１が終了した場合は、実施の形態４の図１９に示した処理手順のス
テップＳ４０２～Ｓ４１１と同様の処理が実施される（ステップＳ６０２～Ｓ６１１、図
２８のＰ６４～Ｐ６７参照）。
【０２６８】
　なお、ステップＳ６０７においては、画像情報生成処理部６１０では、画質モード確定
部１６３から通知された例えば階調優先モードまたは解像度優先モードの予め設定された
画質モードに従って、ＰＤＬ解析部１５０からのＰＤＬデータの解釈結果つまりＰＤＬコ
マンドの解釈結果に対応する画像データを生成することになる。
【０２６９】
　ところで、ステップＳ６１１が終了した場合、画像情報生成処理部６１０は、画質モー
ド確定部１６３かから通知された画質モード（決定部１６０による画質モードの判定処理
結果）とステップＳ６０１において予め設定された画質モードとが一致するか否かを判断
する（ステップＳ６１２）。
【０２７０】
　ここで、ステップＳ６０１において画質モードが階調優先モードに設定されていた場合
に、画質モード確定部１６３かから通知された画質モードが階調優先モードのときは、両
者の画質モードは一致していると判断され、一方、画質モード確定部１６３かから通知さ
れた画質モードが解像度優先モードのときは、両者の画質モードは不一致であると判断さ
れる。
【０２７１】
　また、ステップＳ６０１において画質モードが解像度優先モードに設定されていた場合
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においても、上記同様にして、両者が一致するか否かが判断される。
【０２７２】
　ところで、画像情報生成部６２０は、ステップＳ６１２において、画質モード確定部１
６３かから通知された画質モードと予め設定された画質モードとが一致すると判断した場
合は、ステップＳ６０７において生成した画像データを、画像出力部１８０へ出力する（
図２８のＰ６８参照）。
【０２７３】
　これに対し、画像情報生成部６２０は、ステップＳ６１２において、画質モード確定部
１６３かから通知された画質モードと予め設定された画質モードとが不一致であると判断
した場合は、画質モードを画質モード確定部１６３かから通知された画質モード（決定部
１６０による画質モードの判定処理結果）に設定し、この画質モードに応じたフォーマッ
トに従って、再度、画像データを生成し（ステップＳ６１３）、その後、その生成した画
像データを画像出力部１８０へ出力する（図２８のＰ６８参照）。
【０２７４】
　例えば、ステップＳ６０１において画質モードが階調優先モードに設定されていた場合
に、画質モード確定部１６３から通知された画質モードが解像度優先モードのときは、画
像情報生成部６２０は、画質モードを解像度優先モードに設定し、この解像度優先モード
に応じたフォーマットに従って、再度、ＰＤＬ解析部１５０からのＰＤＬコマンドの解釈
結果に対応する画像データを生成する。
【０２７５】
　以上の説明はページ単位（１ページ）に関しての画像データの生成処理についてである
ので、複数のページの文書データに対する画像生成処理の場合は、上述した処理が複数回
実施される。この場合、画像データは、文書データの各ページに対応して、その文書内容
に適した所定の画質モードに応じたフォーマットに従って生成されたものとなる。
【０２７６】
　（実施の形態７）
【０２７７】
　図２９は、実施の形態６に係る画像処理装置の機能構成を示している。
【０２７８】
　図２９示す画像処理装置７００は、図２６に示した実施の形態６の画像処理装置６００
の機能構成において、計数部２１０を面積算出部７１０に変更した構成になっている。な
お、図２９において、図２６に示した構成要素と同様の機能を果たす部分には同一の符号
を付している。
【０２７９】
　面積算出部７１０は、実施の形態３の図１５に示した面積算出部３１０と同様の機能を
有している。そのため、ここではその詳細な説明については省略する。
【０２８０】
　実施の形態７において、上述した画像処理装置７００を有する画像形成装置を含む画像
形成システムとしては、図５に示した実施の形態１の画像形成システムと同様の構成とす
ることができる。
【０２８１】
　次に、画像処理装置７００による画質モードの判定処理を含む画像データの生成処理（
高画質の画像データ）の生成処理について、図３０および図３１を参照して説明する。
【０２８２】
　なお、図３０は、画質モードの判定処理を含む画像データの生成処理の処理手順を示す
フローチャートである。これは、ページ単位（１ページ）に関しての画像データの生成処
理を示したものである。図３１は、画像データの生成処理を説明する図である。
【０２８３】
　この実施の形態７においても、実施の形態１の場合と同様に、図６に示した処理手順の
各ステップが実施される。この場合、図６に示した処理手順のステップＳ１０、Ｓ２０が
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実行された後（図３１のＰ１１～Ｐ１３参照）、ステップＳ２０において画質モードが指
定されていないと判定した画質モード判定部１４０は、決定部１６０に対し、画質モード
の判定処理および画像の生成処理を依頼する（図３１のＰ７１参照）。
【０２８４】
　画質モード判定部１４０から画質モードの判定処理の依頼を受け取った決定部１６０は
、ＰＤＬ解釈部１５０に対し、コマンドの解釈処理を依頼するとともに、この依頼したコ
マンドの解釈処理の結果（解釈結果）を当該決定部１６０およびハイブリッドデータ生成
部４２０に向けて出力するように依頼する（図３１のＰ７２参照）。
【０２８５】
　また、決定部１６０では、画質モード確定部１６３が、画質モードを予め決められた画
質モード（例えば階調優先モードまたは解像度優先モード）に設定し（ステップＳ７０１
）、この予め決められた画質モードを生成部６１０に向けて出力する（図３１のＰ７３参
照）。
【０２８６】
　このステップＳ７０１が終了した場合は、実施の形態５の図２４に示した処理手順のス
テップＳ５０２～Ｓ５０８と同様の処理が実施される（ステップＳ７０２～Ｓ７０８、図
３１のＰ７３～Ｐ７６）。
【０２８７】
　なお、ステップＳ７０７においては、画像情報生成処理部６１０では、画質モード確定
部１６３から通知された例えば階調優先モードまたは解像度優先モードの予め設定された
画質モードに従って、ＰＤＬ解析部１５０からのＰＤＬデータの解釈結果つまりＰＤＬコ
マンドの解釈結果に対応する画像データを生成することになる。
【０２８８】
　ステップＳ７０８が終了した場合は、実施の形態６の図２７に示した処理手順のステッ
プＳ６０９～Ｓ６１３と同様の処理が実施される（ステップＳ７０９～Ｓ７１３、図３１
のＰ７７およびＰ７８参照）。
【０２８９】
　この実施の形態７においても、生成部６１０は、実施の形態６の場合と同様に、予め決
められた画質モードに応じたフォーマットに従って画像データを生成し、決定部１６０に
よる画質モードの決定処理の結果（画質モード）と当該予め決められた画質モードとが一
致する場合には、前記生成した画像データを採用し、一方、前記２つの画像モードが不一
致の場合は、決定部１６０による画質モードの決定処理の結果（画質モード）に応じたフ
ォーマットに従って再度、画像データを生成する。
【０２９０】
　以上の説明はページ単位（１ページ）に関しての画像データの生成処理についてである
ので、複数のページの文書データに対する画像生成処理の場合は、上述した処理が複数回
実施される。この場合、画像データは、文書データの各ページに対応して、その文書内容
に適した所定の画質モードに応じたフォーマットに従って生成されたものとなる。
【０２９１】
　なお、本願明細書において、情報処理装置は、例えば実施の形態１に示すプリンタ(図
５参照）の如く、ＣＰＵ、メモリおよび記憶装置で構成される。
【０２９２】
　本願明細書において、画像処理装置の各機能を実現し、上記画像処理の処理手順を示す
プログラム、デコンポーザやシミュレーション機能部の機能を実現させるプログラムを含
む所定のプログラムを記録媒体としてのハードディスク等の記憶装置に記録する実施形態
として説明したが、当該所定のプログラムを次のようにして提供することも可能である。
【０２９３】
　すなわち、上記所定のプログラムをＲＯＭに格納しておき、ＣＰＵが、このプログラム
をこのＲＯＭから主記憶装置へローディングして実行するようにしても良い。
【０２９４】
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　また、上記所定のプログラムを、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ（光磁気ディス
ク）、フレキシブルディスク、などのコンピュータ読み取り可能な記録媒体に格納して配
布するようにしても良い。この場合、その記録媒体に記録されたプログラムを画像処理装
置がインストールした後、このプログラムをＣＰＵが実行するようにする。このプログラ
ムのインストール先としては、ＲＡＭ等のメモリやハードディスクなどの記憶装置がある
。そして、画像処理装置は、必要に応じてこの記憶装置に記憶したプログラムを主記憶装
置にローディングして実行する。
【０２９５】
　さらには、画像処理装置を電気通信回線（例えばインターネット）を介してサーバ装置
あるいはホストコンピュータ等のコンピュータと接続するようにし、当該画像処理装置が
、サーバ装置あるいはコンピュータから上記所定のプログラムをダウンロードした後、こ
のプログラムを実行するようにしても良い。この場合、このプログラムのダウンロード先
としては、ＲＡＭ等のメモリやハードディスクなどの記憶装置（記録媒体）がある。そし
て、当該画像処理装置が、必要に応じてこの記憶装置に記憶された上記プログラムを主記
憶装置にローディングして実行するようにする。
【産業上の利用可能性】
【０２９６】
　本発明は、モノクロ画像およびカラー画像の少なくとも一方の画像を印刷する印刷装置
などの画像形成装置、あるいは少なくとも印刷機能を含む複数の画像形成処理機能を有す
る画像形成装置に対して印刷用の画像データを提供する画像処理装置、この画像処理装置
を有する画像形成装置、この画像形成装置を有する画像形成システムに適用することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０２９７】
【図１】実施の形態１に係る画像処理装置の機能構成を示すブロック図である。
【図２】ページ記述言語データの一例を示す図である。
【図３】線画および文字が多いページに対応するページ記述言語データの一例を示す図で
ある。
【図４】写真が多いページに対応するページ記述言語データの一例を示す図である。
【図５】実施の形態１に係る画像形成システムの構成を示す構成図である。
【図６】実施の形態１に係る画像生成処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図７】実施の形態１に係る画質モードの判定処理を含む画像生成処理の処理手順を示す
フローチャートである。
【図８】実施の形態１に係る画質モードの判定処理を含む画像生成処理を説明する図であ
る。
【図９】実施の形態１に係る画像生成処理を説明する図である。
【図１０】実施の形態１に係る高画質の画像を説明する図である。
【図１１】実施の形態１に係る高画質の画像を説明する図である。
【図１２】実施の形態２に係る画像処理装置の機能構成を示すブロック図である。
【図１３】実施の形態２に係る画質モードの判定処理を含む画像生成処理の処理手順を示
すフローチャートである。
【図１４】実施の形態２に係る画質モードの判定処理を含む画像生成処理を説明する図で
ある。
【図１５】実施の形態３に係る画像処理装置の機能構成を示すブロック図である。
【図１６】実施の形態３に係る画質モードの判定処理を含む画像生成処理の処理手順を示
すフローチャートである。
【図１７】実施の形態３に係る画質モードの判定処理を含む画像生成処理を説明する図で
ある。
【図１８】実施の形態４に係る画像処理装置の機能構成を示すブロック図である。
【図１９】実施の形態４に係る画質モードの判定処理を含む画像生成処理の処理手順を示
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すフローチャートである。
【図２０】実施の形態４に係る画質モードの判定処理を含む画像生成処理を説明する図で
ある。
【図２１】実施の形態４に係るハイブリッドデータから画像データへの変換処理を説明す
る図である。
【図２２】実施の形態４に係るハイブリッドデータから画像データへの変換処理を説明す
る図である。
【図２３】実施の形態５に係る画像処理装置の機能構成を示すブロック図である。
【図２４】実施の形態５に係る画質モードの判定処理を含む画像生成処理の処理手順を示
すフローチャートである。
【図２５】実施の形態５に係る画質モードの決定処理を含む画像生成処理を説明する図で
ある。
【図２６】実施の形態６に係る画像処理装置の機能構成を示すブロック図である。
【図２７】実施の形態６に係る画質モードの判定処理を含む画像生成処理の処理手順を示
すフローチャートである。
【図２８】実施の形態６に係る画質モードの判定処理を含む画像生成処理を説明する図で
ある。
【図２９】実施の形態７に係る画像処理装置の機能構成を示すブロック図である。
【図３０】実施の形態７に係る画質モードの判定処理を含む画像生成処理の処理手順を示
すフローチャートである。
【図３１】実施の形態７に係る画質モードの判定処理を含む画像生成処理を説明する図で
ある。
【符号の説明】
【０２９８】
１　画像形成システム
１０　クライアント装置
１１，２１　ＣＰＵ
１２，２２　記憶装置
１２ａ　プリンタドライバ
１３，２３　メモリ
１４，２４　通信インタフェース
２０　プリンタ
２５　出力装置
３０　通信回線
５０　画像処理プログラム
１００，２００，３００，４００，５００，６００，７００　画像処理装置
１１０　データ受付部
１２０　記憶部
１３０　画質モード読取部
１４０　画質モード判定部
１５０　ＰＤＬ解釈部
１６０　決定部
１６１　データ量算出部
１６２　比較部
１６３　画質モード確定部
１７０，４１０，６１０　生成部
１７１，６２１　階調優先データ生成部
１７２，６２２　解像度優先データ生成部
１８０　画像出力部
１９０　制御部
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２１０　計数部
３１０，５１０，７１０　面積算出部
４２０　ハイブリッドデータ生成部
４３０　画像情報変換部
４３１　第１のデータ変換部
４３２　第２のデータ変換部
６２０　画像情報生成部
 

【図１】 【図２】
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【図３】
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【図６】 【図７】



(36) JP 4919032 B2 2012.4.18

【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】



(37) JP 4919032 B2 2012.4.18

【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】



(38) JP 4919032 B2 2012.4.18

【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】



(39) JP 4919032 B2 2012.4.18

【図２０】 【図２１】

【図２２】 【図２３】



(40) JP 4919032 B2 2012.4.18

【図２４】 【図２５】

【図２６】 【図２７】



(41) JP 4919032 B2 2012.4.18

【図２８】 【図２９】

【図３０】 【図３１】



(42) JP 4919032 B2 2012.4.18

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００１－２０５８２７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－３２９３６３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１９６９５８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－２６２０８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－３２６８４６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｆ　　　３／１２　　　　
              Ｂ４１Ｊ　　２９／３８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

